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清
和
天
皇

人
王
五
十
六
代

惟
人

貞
純
親
王

四
品

号
桃
園
親
王

經
基
親
王

（
正
四
位
上
総
介
鎮
守
府
将
軍

始
賜

源
ノ
姓

号
六
孫
王
ト

満

中
（
仲
）

（
正
四
位
下
摂
津
守
鎮
守
府
将
軍
号
多
田

新
□
放
右
馬
頭

母
武
蔵
守
繁
有
女

頼

光

（
摂
津
守
正
四
位
下
鎮
守
府

将
軍

母
近
江
守
源
俊
女

頼

信

（
従
四
位
下
河
内
守
鎮
守
府

将
軍

母
陸
奥
致
忠
女

頼

義

従
四
位
下
伊
豫
守
鎮
守
府
将
軍

義

家

（
正

四
位
下
陸
奥
守
鎮
守
府
将
軍
号
八

幡
太
郎

母
上
野
守
（
介
）
直
方
女

義

國

（
従
五
位
上
下
野
国
住
足
利
式

部
太
輔

母
中
宮
亮
有
綱
女

義

重

（
清
和
九
代
新
田
太
郎
大
炊
助
慶
長
八
年

自
家
康
公
諡
征
夷
将
軍
号
法
名
上
西

義

季

徳
川
四
郎

頼

氏

世
良
田
三
河
守

教

氏

世
良
田
次
郎

家

持
（
時
）

世
良
田
又
次
郎

満

義

世
良
孫
次
郎

政

義

右
京
亮

親

季

修
理
進

有

親

左
京
亮
法
名
長
阿
彌

親

氏

松
平
太
郎
左
衛
門
尉
三
河
守
法
名
徳
阿
彌

泰

親

内
尉
太
良
左
衛
門
法
名
祐
全

信

光

和
泉
守
法
名
月
堂

親

忠

右
京
亮
次
郎
三
郎
法
名
西
忠

長

親

竹
千
代
次
郎
三
郎
出
雲
守
蔵
人

信

忠

左
京
蔵
人
法
名
道
忠
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清

康

次
郎
三
郎
号
世
良
田
法
名
道
甫

廣

忠

岡
崎
次
郎
三
郎
慶
長
八
年
贈
号
大
納
言

家

康

（
源
家
中
興
号

東
照
大
権
現
宮

従
一
位
大
政
大
臣
征
夷
大
将
軍

秀

忠

（
従
一
位
大
政
大
臣

征
夷
大
将
軍
法
名
台
徳
院
殿

家

光

（
従
一
位
左
大
臣
征
夷
大
将
軍

贈
大
政
大
臣
法
名
大
猷
院
殿

家

綱

（
従
一
位
右
大
臣
征
夷
大
将
軍

贈
大
政
大
臣
法
名
巖
有
院
殿

義
綱
ト
本
書
ニ
ハ
認
メ
有
之
候

綱

吉

従
一
位
内
大
臣
征
夷
大
将
軍
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御

先

祖

親
氏

正
（
し
ょ
う

慶
き
ょ
う
）

元
壬
申

年
誕
生
、
松
平
太
郎
左
衛
門
尉

応
永
元
甲
戌

年
六
十
三
歳
四
月
廿
日
卒
、
法
名
芳
樹
院
殿

俊
山
徳
翁
大
禅
定
門

是
者

徳
阿
弥
と
申
候
、
三
十
一
歳
の
御
時
、
三
河
国

松
平
の
郷 ごう
へ
被
成
御
座
、
於
大
樹 じゆ
寺
被
成
二

寺
僧

ぢ

そ

う

一

也

折

々

酒

井

の

郷

へ

御

越

被

成

、

名

も

な

き

者

の

腹

に

御

子

壱

人

有

之

、

其

御

子

徳

右

衛

門

殿

と

申

、

酒

井

雅

楽

頭

先

祖

歟

徳
阿
弥
殿
、
正
慶
元
壬
申

年
、
父
に
御
は
な
れ
御
母
儀

に
三
歳
ニ

て
御
は
な
れ
、
乳
女
か
く
し
そ
た
て
申
也

義

貞

方

に

成

給

ふ

に

よ

り

て

尊

氏

勢

強
キ

ゆ

へ
ニ

徳

川

の

郷

中

に

か

く

れ

乳

女

の

恩

に

て

十

六

歳

ま

て

居

給

へ

共

又

乳

女

に

も

は

な

れ

て

十

六

歳

の

春

、

徳

川

を

出
し
ゅ
つ

牢 らう

人

し

た

ま

ひ

十

四

五

年

諸

国

流 る

牢 らう

し

爰

か

し

こ

に

や
と
り
給
へ
と
も
御
心
の
ま
ゝ
な
ら
す
し
て
三
河

酒

井

郷 ごう

中

へ

立

寄

セ

御

足

を

や

す

め

さ

セ

給

ふ

折

節

、

御 ※

徒 と

然 セん

さ

の

ま

ゝ

名

も

な

き

者

に

御

手

を

付

て

御

子

有

と

聞

召

、

扨

わ

と

思

召

大 ※

樹

寺

に

て

寺 ※

僧

を

被

成

給

ぬ

、

松

平

の

郷

中

に

て

太

郎

左

衛

門

と

申

て

有 （有

徳
徳

な

成
る

人

人 ）

独
ひ
と
り

娘

を

持

け

る

が

、

此

徳

阿

弥

殿

を

聟 むこ
ニ

取

て

跡

式

を

渡

し

隠

居

し

て

心

安

あ

ら

ん

と

思

ふ

、

な

に

と

し

て

も

只

人

に

は

有

間

敷

と

思

わ

れ

し

と

也

、

徳

阿

弥

殿

を

聟

に

取

栄

け

る

事

ハ

頓
而

な

り

、

此

御

人

は

や

太

郎

左

衛

門

譜

代

の

者

ハ

不

申

及

其

郷

地

頭

の

も

の

共

も

（
一
三
三
二
）

（
一
三
九
四
）
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此

徳

阿

弥

殿

を

重

し

情

ふ

か

し

と

思

ひ

付

な

り

是
と
申
も
太
郎
左
衛
門
有
徳
成
故
に
所
々
の
百
姓
に
ハ

不

申

及

他

領

迄

米

銭

お

ほ

く

有

之

に

よ

り

て

備

し

給

ひ

成

し

も

の

は

返

弁

次

第
ニ

御

取

不

成

者
ハ ※
甚 イ其
ま
ゝ
也
、
是
に
よ
り
て
其
郷 ごう
又
は
他
領
迄

も

是

非

何

事

も

あ

れ

か

し

御

用
ニ

可

立

と

口

に

出
し
て
申
と
也
、
太
郎
左
衛
門
親
氏
、
長
雨
の
つ
れ
〳
〵

成
日
に
其 その
郷
他
領
の
者
と
も
伺
公
（
候
）

い
た
し
、
よ
も

山
の
事
を

語
か
た
り

出
シ

御
機
嫌
を
う
か
ゝ
ひ
て
有
所
に

親
氏
被
仰
出
ハ
、
我
昨
日
今
日
と
い
へ
と
も
十
二
三

ケ

年

有

し

に

譜

代

の

主

の

こ

と

く

に

大

事

に

思
ひ
何
事
成
共
我
さ
へ
口
に
出
す
な
ら
ハ
命
ニ

替
て

後

前

（
あ
と
さ
き
）

も

な

く

思

は

る

ゝ

也

、

昨

日

今

日

の

牢 らう
人

な
れ
ハ
皆
々
を

便
（
た
よ
り
）

と

慰
な
ぐ
さ
む

な
り
と
の
給
へ
ハ
、
み
な
〳
〵

申
上
け
る
は
、
御
内
の
衆
は
不
及
申
（
申
す
に
及
ば
ず
）

他
領
迄
も

御
慈
悲
ぢ

ひ

な
ら
ぬ
方
な
し
、
御
内
の
衆
に
も
御
奉
公
立
（
奉
公
だ
て
）

は
お
と
る
ま
し
き
、
と
他
領
ま
て
も
申
也
、
民
百
姓

乞 こつ
食 しき
貧 ひ

人

等

に

至

ま

て

御

哀
あ
ハ
れ

ミ

を

く

わ

へ

給

て

山

中

の

事

な

れ

ハ

道

ほ

そ

く

石

高

し

、

木

の

枝 えた
の
道
へ
さ
し
出
荷
物
ニ

懸
る
所
お
は

（
を
ば
）

よ ※

き
・
ま
さ

か
り
に
て
切
、
又
、
鎌
・
く
わ

（

鍬

）

な
と
を
持
セ
出
給
ひ
木
の

根

の

出

る

所

を

ほ

り

す

て

、

セ
は
き

（

狭

き

）

道

を

ひ

ろ

け

出

た

る

石

を

ハ

ほ

り

す

て

川

溝 ミそ
ニ

橋 はし

を

掛

道

を

作

り

人

馬

の

安
穏

あ
ん
を
ん

に

と

昼

夜

御

油

断

な

く

御

慈

悲

を

あ

そ

は

し

給

ふ

事

、

往

還

の

人

喜

悦

の

思

ひ

を

な

し

候

事

ハ

何

の

御

不

足

か

あ

る

へ

き

と

申

上

け

れ

は

、

御

涙
な
ミ
た

を

な

か

し

被

仰

出

候

ハ

、

我

か

先

祖

十

代

前

に

尊

氏

に
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居

所

を

払

れ

て

爰

か

し

こ

と

流

浪

し

て

終

に

本

望 もう

と
く
る

（
遂
ぐ
る
）

事

な

し

、

我

又

此

国

へ

迷

ひ

来
り

て

今

ハ

少

心

易

ハ

思

へ

と

も

此

国

ハ

尊

氏

か

た

お

ほ

し

、

皆

々

我

を

引

立

候

事

は

仏

神

三

宝
も
御

哀
あ
わ
れ

ミ
有
か
、
我
に
一
命
を
く
れ
十
代
に
而

は

ホ こ

の
あ
た
り
を
少
宛 つゝ
も
切
取
、
子
と
も
に
渡
す
な
ら
ハ

代
々
切
取
て
末
十
代
の
内
に
は
必
天
下
を
治
、
尊
氏

先

祖

を

打

取 とり

て

本

望

を

ハ

と

く

へ

し

、

と

被

仰

け

れ

ハ

御

内

衆

他

領

の

出

入

い

た

せ

し

衆

一
同
ニ

申
上
け
る
ハ
御
先
祖
を
ハ
只
今
こ
そ
承
候
へ

其

儀 ぎ

ハ

兎 と

も

角 かく

も

あ

れ

年

月

当 とう

君

の

御

な

さ

け

あ

め

山

難
レ

忘

存

候
而

各

々

寄

合

別

の

儀
を
ハ
語
不
申
、
扨
も
〳
〵
御
慈
悲
御
情
此
御
恩
徳

お
ん
と
く

を

ハ

何

と

し

て

下

﨟 らう

成

と

も

お

く

り

申

さ

で

ハ

命
な
か
ら
へ
不
入
（
い
ら
ざ
る
）

事
也
、
只
今
に
成
と
も
二
ツ
な
き

い

の

ち

を

奉

り

て

も

御

恩 をん

賞 セう
ニ

は

替

へ

か

た

し

と

申

也

、

親

氏

是

を

聞

召

て

面

々

申

出

事

恥 はち
入
た
り
、
我
面
々
に
何
を
以
て
慈
悲
を
す
る
共

不

覚

、

又

何

を

も

つ

て

情

共

不
レ

覚

、

又

何

を

以

面

々

に

思

ひ

付

れ

ん

事

と

も

不
レ

覚
ニ

め

ん

〳
〵

左

様

に

申

さ

る

ゝ

事

分

別

に

不

及

、

不 ふ

審 しん

に

こ
そ
思
ふ
な
り
、
と
被
仰
け
れ
ハ
、
面
々
申
上
候
ハ

御

慈

悲

と

申

事

ハ

御

存

な

く

候

や

、

あ

れ

に

祗 し

公 こう
（

伺

候

）

申
五
三
人
の
面
々
ハ
十
罪
の
御
科 とか
を
仕

も
の
な
る
に
、
母
子
と
も
に
至
ま
て
水
火
の
セ
め

に

て

殺 ころ

さ

セ

給

ふ

へ

き

を

、

女

子

共

眷 けん

属 そく

迄

御

ゆ

る

し

置

る

ゝ

の

ミ

な

ら

す

あ

ま

つ

さ

へ

い
つ
も
の
こ
と
く
御
前
へ
被
召
出

昔
む
か
し

に
か
わ
ら
す
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被
召
仕
候
事
ハ
是
に
過
た
る
御
慈
悲
ハ
あ
る
へ
く
や

あ

の

も

の

共

の

一

類

又

女

房

共

の

一

類

二

三

拾

人

御

座

候

、

其

者

共

迄

も

人

よ

り

先

に

命

を

捨

て

御

奉

公

申

上

候

は

ん

と

存

、

定
さ
だ
め

而

罷

在

也

あ
の
者
共
と
女
子
の
一
命
く
た
さ
て
ハ
御
恩
は
末

世
ま
て
も
此
世
ニ
而

ハ

難
か
た
し

レ

報
ほ
う
し

、
此
恩 おん
に
ハ
も
ゆ
る
火

の

中

へ

も

御

奉

公

な

ら

飛

入

ら

ん

、

と

一

心

に

思
ひ
定
め
罷
有
、
口
へ
も
出
し
申
也
、
と
申
上
れ

は
、
扨
ハ
面
々
も
心
に
入
て
か
せ
き
、
尊
氏
を
敵
と

申
た
る
に
よ
り
て
、
昼
夜
か ※

ま
り
か
せ
き
、
我
ゟ

外

に

用

心

き

ひ

し

く

被

仕

候

事

御

祝 しう

着
ち
や
く

に
思
召
る
ゝ
也
、
寒
時
ハ
何
時
成
共
内
へ
入
て
口
を

あ

た

ゝ

め

、

昼

夜

な

し

に

参

候

へ

骨 ほね

折

御

身

に

あ

ま

り

て

被

思

召

候

に

、

近

く

参

て

膝 ひさ

を

直

し

て

緩
（
ゆ
る

々
ゆ
る
）

と

罷

在

れ

と

御

情

け

ハ

天
（
あ
め

山
や
ま
）

忝

身

に

余
り
て
存
候
と
申
上
候
へ
は
、
御
言 こと
葉 ば

も
不
レ

被
レ

出

御

な

ミ

た

を

な

か

し

給

へ

ハ

各

々

も

感 かん

涙 るい

を

な

か

し

御

前

を

罷

立

、

雨

露

霜

雪

を

も

い

と

わ

す

用

心

御

奉

公

仕

候

事

は

尊

氏

を

御

心

懸

有

と

被
レ

仰

候

故

な

り

、

は

や

皆

々

御

奉

公

立

に

中

山

七

名

を

切

取

上

候

へ

ハ

其

年

の

物

成

を

皆

々

へ

被

下

也

、

彼

科

を

仕

た

る

五

人

の

も

の

一
番
ニ

乗
込
三
人
打
死
仕
候
也
、
二
人
の
者
は
多
ク

の

疵 きす

を

か

う

む

り

手 て

柄 から

を

仕

事

人

界

に

て

□
（
ハ

カ
）

か
や
う
な
る

働
は
た
ら
き

ハ
い
た
し
か
た
し
と
申
候
へ
ハ
御
涙
を

な

か

し

御

自

身

立

出

給

ひ

跡

を

能
（
よ
く
）

御

吊
と
む
ら
い

（

弔

）

被
下
候
と
也
、
御
子
太
郎
左
衛
門
尉
泰
親
へ
御
代
を

御

譲
ゆ
つ
り

り

給

ふ

也

、

彼 かの
酒

井

の

御

子

御

尋

御

対 たい
面 めん
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有

、

尤

御

疑

更

に

な

し

、

雖
レ

然

人

の

一

跡

を

継

給

ふ

上

ハ

惣

領

に

ハ

云

か

た

し

、

家

の

お

と

な

と

被 ※

成

徳

太

郎

殿

と

申

也

泰

親

貞 ※

治

三
甲

辰

年

誕

生

、

世

良

田

参

河

守

松
平
太
郎
左
衛
門
尉
、
永
享
八
丙

辰

年
九
月
廿
三
日

七
十
三
歳
卒
、
法
名
良
禅
院
殿
秀
山
祐
全
大
禅
定
門

此

泰

親

も

御

父

に

劣 おと

ら

セ

給

ハ

さ

り

し

弓

取

と
申
、
御
慈
悲
中
々
難
レ

申
尽
、
其
比
大
臣
殿

勅
ち
よ
く

勘 かん

を

為
こ
う
む

蒙 らセ

給

ひ

て

三

州

へ

御

牢

人
ニ

て

下
リ

た

ま

ふ

、

無
レ

程

御

赦

免

有

之

給

ひ

て

御

帰

京

と

申

其

時

、

内

々

被

聞

召

泰

親

を

御

不 （ふ

便
び
ん
）

と
被
思
召
、
便 （便

能
よ
く
）

ハ
禁
中
へ

被
セ
ら
れ

二

奏 そう

聞 もん
一

可
給
と

御
心
懸
ニ

付
、
国
中
大
小
仁 しん
名
の
有
侍
を
御
尋
御
供

と

有

し

時

、

源

氏

の

嫡
ち
や
く

に

て

渡

ら

セ

給

へ

は

是 これ

に

ま

し

た

る

俗 そく

性 セう

な

し

、

泰 やす

親 ちか

御

供

候

へ

と

被

仰

出

て

御

供

被

成

候

也

、

是

と

申

も

御

哀

み

を

被

成

候

故

也

、

京

都

に

て

色

々

御

才

覚

あ

れ

と

も

尊

氏

威

勢

つ

よ

く

、

今

更

難
レ

成

故

に
先
々
此
度
は
か
く
れ
忍
ひ
て
時
節
を
待
候
へ
と
被
仰

泰
親
御
下
り
也
、
其
よ
り
し
て
参
河
国
へ
の
綸 りん
旨 し
ニ

ハ

泰

親

と

被

仰

下

給

ふ

に

よ

り

て

は

や

国

中

の

侍

民 たミ
百
姓 セう
に
至
迄
恐
を
な
さ
ざ
る
者
ハ
な
し
、
松
平
の

郷 こう
を
出
給
ひ
て
岩

戸
（
津
）

に
城
を
御
取
立
被
成
居
城
と

御

定

め

被

成

也

、

其

後

岡

崎

に

城

を

取

立

給

ひ

て
次
男
に
渡
し
給
ふ
、
岩
戸
ハ
御
惣
領
な
る
に
よ
り

て

和

泉

守

信

光

に

御

代

を

譲
ゆ
つ
ら

せ

給

ふ

な

り

信

光

応

永

十

一
甲

申

年

誕

生

、

和

泉

守

左

京

亮

長
享
二
戊

申

年
八
拾
五
歳
、
七
月
廿
二
日
卒
ス

（
一
三
六
四
）

（
一
四
三
六
）

（
一
四
○
四
）

（
一
四
八
八
）
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崇

岳

院
殿

月

堂
信
光

大

禅
定

門

和
泉
守
信
光
、
岩
戸
城
に
被
成
御
座
、
御
子
四
拾
八
人

有
之
、
是
に
よ
り
て
松
平
多
し
、
四
拾
八
人
の
御
子
先

四
十
八
騎
御
譜 ふ

代 たい
の
者
合
テ

百
四
五
十
騎 き

此
殿
よ
り

御
家
は
大
に
御
成
し
也
、
此
殿
、
男
能 よく

長
（
た
け
）

高
く
力

□
（
強
カ
）

御
分
別
御
慈 ぢ

悲 ひ

情
ふ
か
く
智 ち

恵 ゑ

御
座
候
故
に
参
州

中
の
侍
手
入
を
仕
候
也
、

猶 なを

々 く

御
内
衆
何
事
も
御

奉 ほう
公 こう
を
大
事
と
仕
候
へ
ハ
親
子
の
こ
と
く
に
被
召
仕

な
り
、
此
殿
を
の
け
て
主 しう
ハ
な
き
も
の
と
心
得
御
奉
公

無
隙 ひま
弓
矢
を
被 るゝ
レ

取
也
、

凡
お
よ
そ

三
国
中
に
ハ
無 なく
レ

双
な
ら
ひ

候
な
り

は
や
西
参
河
の
内
三
ケ
二
ハ
切
取
給
ふ
、
お
き
ふ
（
大
給
）

徳
久

の

城

を

責 せめ

取

て

次

男

源

次

郎

殿

に

被

下

也

其

後

安 あん

祥
ぢ
や
う

の

城

を

思

召

懸

ら

れ

て

手

立

を

被
成
候
ハ
、
伊
勢
お
ど
り
来
て
爰
か
し
こ
に
て
お
と
る

そ
れ
に
ま （

き
紛

れ

れ ）

て
い
か
に
も
ふ
り
よ
く
結 けつ
構 こう
ニ

仕
立

拍
ひ
や
う

子 し
を
そ
ろ
へ
笛 ふへ
五
ち
や
う
・

鼓
つ
ゝ
ミ

五
ち
や
う
・
か
ね
た
い

鼓 こ

二
ツ
つ
ゝ
打
は
や
し
て
爰
を
せ （

ん
先

途

と ）

ゝ
お
と
り

安 あん

祥
ち
や
う

よ

り

十

四

五

町

程

け （

ち 結

く

わ 願

ん ）

に

て

西

の

野

に

て

こ

そ

法 ほう

楽 らく

の

お

と

り

を

お

と

る

な

り

と

ふ

れ

さ

せ

て

心

を

つ

く

し

て

お

と

り

け

れ

は

、

安

祥

の

城

を

打

明 あけ

て

男

女

共

に

不

残

見

物

に

出

に

け

り

、

其

跡

に

ゑ

た

り

や

と

て

其

ま

ゝ

付

入

て

城

を

手

間

も

不

入

御

取

被

成

也

、

三

男

親

忠

に

御

譲
ゆ
つ
り

給

ふ

也

親

忠

竹

千

代

、

次

郎

三

郎

、

永

享

十
戊

午

年

誕
生
、
右
京
進
、
明
応
九
庚

申

年
八
月
十
日
六
十
三

歳
ニ

テ

卒

、

法

名

松

安

院

殿

大

徹

西

忠

禅

定

門

親

忠

の

御

代

に

は

何

成

共

異 い

議 ぎ

申

者

（
一
四
三
八
）

（
一
五
〇
○
）
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壱

人

も

な

し

、

信

光

の

能
（
よ
き
）

仕

置

を

被

成

候
而

御

跡

迄

も

猶

誰 たれ

人

も

異 い

議 き

不

申

と

な

り

其

上

親

忠

は

信

光

の

御

仕

置

少

も

無

違
ち
か
い

や

う

に

被

成

也

、

譜

代

の

者

壱

人

を

一

郡

二

郡

に

か

へ

か

た

し

と

信

光

被

仰

を

何

事

そ

と

思

ふ

に

人

よ

り

宝
た
か
ら

ハ

な

し

と

御

言

葉

を

聞

て

感

し

奉

り

御

慈 ぢ

悲 ひ

御

情

は

信

光

公

よ

り

ま
し
か
と
大
小
の
者
共
申
と
な
り
、
被
仰
出
候
事

何

事

も

皆

々

感 かん

涙 るい

を

な

か

し

け

り

、

世

の

中

代

々

替
か
わ
り

目 め

に

は

家 か

老 ろう

出 しゆ

頭 とう

人

我

ま

ゝ

有
リ

事

多

し

、

一

門

一

家

ひ

ろ

き

ハ

猶

々

心

々

に

成
ル

も

の

也

、

下

々

ま

て

少

事

を

も

大
イ

に

云

な

し

壱

人

い

へ

は

万 ばん

人

語

つ

た

へ

こ

に

こ

か

付
キ

下

々

の

事

な

れ

ハ

申

わ

け

ハ

な

ら

す

家

老 ろう

出 しゆ

頭 とう

人

大

方

悪
シ

事

ハ

な

け

れ

と

も

色

々

に

付

邪 しや

魔 ま

か

出

来

恨

を

う

く

る

も

の

な

り

、

家

老

出

頭

人

二

代

な

し

と

申

也

、

君

ゟ

悪

事

あ

れ

ハ

必

謀 む

叛 ほん

を

お
こ

（
興

）

し

申

と

也

唯 たゝ
人
ハ

贔 ひい

屓 き

々
々
か
あ
た
と
な
れ
り
、
下

民 たみ

百
姓

に

至
い
た
る

迄

心
入

の
家

老
衆

、
君
の

た
め

に
も

宝
た
か
ら

也

末

々

ま

て

も

さ

か

へ

給

ふ

へ

し

と

信

光

被

仰

と

也

、

こ

の

信

光

ハ

親

忠

・

長

親

の

御

代

迄

御

長

命

也

長

親

竹

千

代

、

次

郎

三

郎

、

出

雲

守

蔵

人

文
明
五
癸
巳

年
誕
生
、
天
文
（
十
三
脱
）
甲
辰

年
八
月
廿
二
日

七

十

二

歳

卒

、

法

名

棹

舟

院

一

閑

道

閲

大

禅

定

門

長

親

ま

て

御

代

々

御

慈 ち

悲 ひ

御

情

世

に

類

い

（
一
四
七
三
）

（
一
五
四
四
）
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な
し
、
い
か
に
と
し
て
御
恩
忘
れ
参
せ
ん
や
、
長
親

侍

共

を

被

召

寄

、

面

々

何

と

存

候

そ

、

伊

豆

の

宗 そう

雲 うん

、

伊

勢

新

九

郎

た

り

し

時

駿

河

の

国

今

川

殿

の

名

代

に

手

入

を

仕

、

定

て

我

を

可
責
た
め
な
り
、
如
何
思
ふ
と
の
た
ま
へ
ハ
、
御
身
に

懸 かけ

て
御
合
戦
ハ
一
段
御
尤
と
存
也
、
皆
々
一
同
に

申

上

候

、

夫 それ

弓

矢

を

取

物

の

習
な
ら
い

に

ハ

敵 てき
者

無 ふ

勢 せい

、

味

方

ハ

多

勢

成

共

す

ま

し

き

軍
い
く
さ

も
有
、
何 なに

況
い
わ
ん

や
敵
ハ
多
勢
、
味
方
は
不
勢
な
り
と
も

せ
て
（
し
な
い
で
）

不
レ

叶
も
あ
り
、
此
度
の
儀
者

如
何
ニ

も
敵
多

勢

成

と

も

せ

す

し

て

ハ

不

叶

軍

な

り

、

我

か

娑 しや

婆 ば

の

寿 しゆ

命

今

日

を

限
か
ぎ
り

そ

、

面

々

ハ

何

と

思
わ
れ
候
や
、
と
被
仰
け
れ
ハ

各
お
の
〱

一
同
に
被
申
上
候
ハ

敵

多

勢

成

と

も

今

度

は

不

被

成

し

て

不
レ

叶

し

て

不

叶

御

事

也

、

今

度

は

実 じつ

否 ふ

の

御

合

戦

な
り
、
日
比
（
日
頃
）

の
御
恩 をん

賞
し
や
う

ハ
此
時
也
、
若 もし
不
被
成
に

お

ひ

て

ハ

事

も

む

つ

か

し

細 さい

々

可

寄

来

（
寄
り
来
る
べ
し
）

、

此

度

御

勝

被

成

候

ハ

ヽ

三

河

衆

大

方

御

味

方
ニ

可

参

也

時 じ

刻 こく
御
移 うつ
さ
セ
給
ひ
て
ハ
如
何
な
り
、
日
比
の
御
な
さ
け

御

譜

代

の

御

主

の

御

一

大

事

也

、

御

馬

の

先
ニ

而

討

死

こ

そ

本

意

な

り

、

死 し

出 で

三 さん

途 づ

の

川

を

御

供

申

こ

そ

弓

矢

と

り

の

面 めん

目 ほく

也

、

と

申

上

け

れ

は

、

長

親

御

涙

を

流 なか

し

給

ひ

、

我

小

身

な

れ

ハ

ケ

程

甲 か

斐 い

々

々

敷

譜

代

の

武

士

共

に

其

儀

宛

行

事

不

成

、

只

今

目

前

に

て

討

死

さ

セ
ン

事
の
不
便
（
ふ
び
ん
）

さ
よ
、
妻
子
を
か
へ
り
見
す
恩 おん
も

な

き

主

に

一

命

を

く

れ

て

諌
（
捧
）

る

事

の

有

難

さ
よ
、
主
な
か
ら
も

恥
は
つ
か

敷 しき
思
ふ
也
、
伊
勢
新
九
郎
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大
将
と
し
て
駿
河
・
遠
州
・
東
三
川
三
国
の
人
数

壱
万
余
に
て
有
所
へ
五
百
の
内
外
に
て
軍
を
セ
ん
事

は
蟷 とう
螂 ろう
か
お
の
を
取
る
こ
と
し
、
さ
ら
は
（
さ
れ
ば
）

今
生
の

暇
い
と
ま

乞 ごい
に
酒
を
出
セ
、
と
仰
あ
り
て
広 ひろ
き
こ
□

（
お
け
）

ニ

酒
を

入

て

盃

を

多

く

浮

へ

出

し

け

る

、

長

親

、

盃

に

一
ツ
請
給
ひ
て
、
面
々
に
盃
を
さ
し
度
ハ
思
へ
と
も

時
刻
延 のふ
る
間
、
此
酒
を
桶 おけ
へ
移 うつ
す
な
り
、
盃
と
思
ひ

て
給
候
へ
、
と
被
仰
け
れ
ハ
感 かん
涙 るい
を
な
か
し
思
ひ
〳
〵

に

是

を

請

て

戴
い
た
ゝ

き

呑 のミ

、

御

前

を

罷

立

御

急

き

被

成

候

也

、

安 あん

祥
ち
や
う

の

城

を

出

給

ひ

矢 や

作 はぎ

川

を

越

さ
セ
給
ふ
ニ

、
新
九
郎
聞
き
て
、
さ
ら
は
備
を
出
せ

軍

を

セ

ん

、

敵

は

小

勢

な

り

と

喜
よ
ろ
こ

ひ

て

お

め

き

さ
け
ん
て
段
々
に
出
る
、
敵
方
に
は
東
三
川
衆
先
手

牛
久
保
の
牧
野
・
二
連
木
の
戸
田
・
西
の

郡
こ
ほ
り

の
鵜 う

殿 との
・

つ ※

く
て
の
奥
平
・
た
ミ
ね
の
菅
沼
・
長
篠
の
菅
沼
・

野
田
の
菅
沼
・
し
た
ら
・
す
セ
、
西 （西
向 郷）
、
い
な
の
本
田
、

吉
田
衆
、
遠
州
衆
に
は
う
つ
山
・
浜
名
・
ほ
り
江
・

い
の
や
、
奥
の
山
・
犬
井
・
二 ふた
股 また
・
浜 はま
松
・
ま
む
し

塚
・
原
川
・
久
野
・
懸
川
・
高
天
神
・
は
い
は
ろ
し
ゆ

其

外

は

小

侍

也

、

駿

河

衆

ハ

新

九

郎

旗 はた

本

と
し
て
我
不
劣
（
我
劣
ら
じ
）

と
先
陣
を

争
あ
ら
そ

ひ
段
々
に
備
を

立
、
蟷
螂
か
お
の
と
か
や

勇
い
さ
ミ

に
い
さ
ミ
て
事
と
も

不
思
と
也
、
長
親
ハ
い
か
に
も
心
を
し
つ
め
給
ひ
て

造

物

の

犬

の

尻

を

ね

ら

ふ

か

こ

と

く

に

大

軍

を
白
眼
ミ
（
に
ら
み
）

居
て
か
ひ
〳
〵
し
つ
〳
〵
と
懸
ら
セ
た

ま

ふ

、

味

方

の

者

共

度

々

の

事

に

逢

つ

け

た
る
者
共
な
れ
ハ
林
藤
五
郎
・
酒
井
徳
右
衛
門
・

宇

津

三

郎

右

衛

門

味

方

の

衆

を

い

さ

め

ら

れ

て
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い
わ
く
敵
方
よ
り
味
方
を
小
勢
と
見
て
愈
お
こ
り

か
ゝ
る
軍
ハ
勝
へ
し
、
敵 てき
方
よ
り
か
さ
を
か
け

勇
い
さ
む

共

動 とう

顛 てん

す
へ
か
ら
す
、
小
軍
か
大
軍
に
か ※

さ
を
か
け

ら

れ

そ

れ

に

驚
お
と
ろ
い

て

勇

は

物 ※

前

に

て

勢

気

か

ぬ
く
る
（
抜
け
る
）

物
也
、
敵
は
何
程
も
い
さ
ま
ば
い
さ
ま
セ

よ

如

何

に

も

心

を

大

事

と

し

て

真

に

成

て

進
よ
、

胸 むね
の
中
に
ハ
日
比
の
御

恩 おん

御
慈 し

悲 ひ

を
思
ひ

大

将

の

下

知

な

く

て

勇

共

つ

い

て

懸

る

事

な
か
れ
、
遠
く
よ
り
来
リ

く
た
ひ
る
ゝ
也
、
か
ゝ
る
に

お

く

れ

く

ち

退 のき

様 やう

に

跡 あと

を

見

る

事

也

、

の

く

に

お
く
れ
く
ち
、
ほ
ん
の
に
け
か
か
く
し

に
（
て
）

け
か
を
見
る

事
也
、
に
く
る
に
お
く
れ
く
ち
、
是 ※

三
ツ
を
思
ひ
出
て

か
ゝ
る
事
な
か
れ
、
位 ※

つ
め
に
し
て
鑓
を
入
へ
し

然

時

は

敵

方

弥

（
い
よ
い
よ
）

小

勢

と

思

ひ

て

下

目

に

か
け
て
鑓
を
入
へ
し
、
そ
こ
に
て
一
足
無
間
（
絶
え
間
の
な
い
こ
と
）

と

心
得
て
立
所
を
不
レ

去
し
て
じ
り
〳
〵
と
鑓
お
（
を
）

ふ
セ

て

お

り

し

ひ

て

と

也

、

ね

つ

よ

く

つ

き

入

へ

し

鑓
を
ふ
せ
て
お
り
し
ひ
て
下
也
（
下
な
る
）

そ
こ
を
つ
い

て
か
ゝ
る
を
一
二
の
手
迄
つ
き
く
つ
さ
せ
ハ
ま
た
入
替
て

お

り

し

き

て

待

か

け

て

、

は

つ

し

と

こ

た

へ

な
は
か
さ
を
か
け
た
る
敵
は
必
に
け
（
逃
げ
）

へ
し
、
敵
に

く
る
（
逃
ぐ
る
）

共
お
ふ
（
追
う
）

へ
か
ら
す
し
て
動 どう
顛 てん
な
く
真 まん
丸 まる

に
成
て
二
の
目
を
待
、
二
の
手
も
く
つ
れ
た
り
と
も

旗
本
又
ハ

後
う
し
ろ

備
そ
な
へ

の
崩 くづ
れ
さ
（

ざ

）

る
内
は
何
と
敵
方

崩

る

共

乱

さ

す

し

て

か

た

ま

れ

、

小

勢

は

か

た

ま

り

て

中

を

切

と

お

ら

れ

ぬ

る

と

云

て

三

人

衆

あ
と
へ
な
り
先
へ
な
り
大
軍
よ
り
鑓
を
入
さ
セ
る

事

□

つ

も

り

て

懸

る

、

案

の

こ

と

く

敵

方



16
関野済安聞書 乾

よ
り
い
れ
て
つ
ゐ
て
掛
る
を
一
二

（
三

）

の
手
迄
つ
き
く
つ
セ
は

入

替

て

懸

る

を

折

敷

て

待

か

け

て

引

請

て

突 つき

崩
く
つ
セ

は
、
脇 わき
よ
り
又
入
替
て
か
ゝ
る
を
長
親
の
旗

本

に

て

待

請

て

突

崩

さ

セ

給

へ

ハ

、

新

九

郎

旗

本

ま

て

逃 にけ

懸

る

也

、

は

や

夜

軍

に

な

り

敵

味

方

見 ミ

分 わけ
ヶ
か
た
く
候
へ
ハ
新
九
郎
も
引
退
、
長
親
も
矢
作
川

を
越
へ
て
川
お
（

を

）

前
に
当
て
御
旗
を
立
給
ふ
也

新
九
郎
、
敗
軍
の
時
、
其
ま
ゝ
押
付
給
ハ
ヽ
勝
給
ふ

へ
き
に
、
軍
兵
共
せ
い
き
れ
て
つ
か
れ
た
る
ゆ
へ
そ
こ

を

引

退 のき

給

ふ

也

、

合

戦

の

場

ハ

川

向

ひ

な

れ

は

新

九

郎

、

陣 ちん

場 は

の

下

手

な

れ

は

夜

明

て

新

九

郎

方

よ

り

今

夜

の

合

戦

ハ ※

芝 しハ

居 い

を

取

た

る

間

此

方

勝

と

云

て

よ

は

わ

る

、

長

親

、

皆

々

に

御

逢 あい

今

度

晴 はれ

ケ

間

敷

馳

向

走

舞

日

本

に

ハ

有

間

敷

也

、

我

人

数

ハ

駿

河

人

数

廿

人

に

一

人

な
り
、
一
万
の
人
数
に
五
百
の
内
外
に
て
勝
た
り
、
是

と
申
ハ
皆
々
我
に
常
々
心
入
、
口
に
も
の
へ
か
た
し

又

皆

々

申

上

候

ハ

、

殿

の

御

心

を

し

つ

め

給

ひ

御

勝 しう

負 ふ

を

能

御

覧

被

成

、

横 よこ

備
そ
な
へ

を

御

旗

本

ゟ

懸
ら
セ
給
ふ
故
な
り
、
又
長
親
被
仰
候
ハ
、
今
度
の

合
戦
ハ
我
求
め
た
る
合
戦
に
て
ハ
な
く
、
我
身
の

火
を
払
ハ
ん
と
お
も
ふ
ゆ
へ
、
何
し
に
命
惜 おし
し
か
ら
ん

や
、
何
れ
も
か
セ
き
を
見
、
我
な
か
ら
恩 をん
な
き
主
と

思
へ
は

恥 はつ
ヶ か

敷 しく

は
か
り
な
り
、
林
藤
五
郎
・
酒
井

徳
右
衛
門
・
宇
津
三
郎
左
衛
門
三
人
の
者
は
跡
へ
な
り

先

へ

な

り

か

セ

き

軍

の

手

た

て

皆

々

油

断

な
き
や
う
に
申
分
迄
も
申
し
候
へ
ハ
、
我
も
心
付

候

也

、

乍

去

爰

に

不 ふ

審 しん

成

事

ハ

今

度

の
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合

戦

ハ

勝

な

り

と

初

に

申

ハ

此

事

何

と

案

し

候
へ
と
も
我
胸 むね
に
ハ
合 かつ
点 てん
な
し
、
三
郎
右
衛
門
申
た
る

事

な

れ

ハ

語
か
た
り

給

ゑ

切

に

成

也

、

若

者

共

に

聞 きか
せ セ

給
へ
、
皆
々
も
は
や
〳
〵
被
仰
上
候
へ
と
申
候

得
者

、
三
郎
右
衛
門
申
上
候
ハ
、
御
尋
な
れ
は
申
候
、
先

此

伊

勢

新

九

郎

ハ

牢 ろう

人

に

て

駿

河

へ

参

仕

合

也

何
と
仕
た
る
大

将
し
や
う

分
に
ハ
可
成
候
哉
、
先
御
人
数

小

勢

な

る

を

弥

か

く

し

て

小

勢

に

見

セ

候

へ

ハ

敵

お

こ

り

つ

よ

く

小

敵

と

思

ひ

あ

な

と

り

ま

た

先

手

の

分

ハ

皆

三

河

衆

な

り

、

新

九

郎

道

々

遊
山
酒
盛
に
て
道
お
（

を

）

も
二
三
里
つ
ゝ
被
参
候
間

遠
州
・
三
河
衆
内 うち

甲
か
ふ
と

を
見
あ
な
と
る
也
、
又
三
河
衆

遠
州
衆
先
手
に
仕
候
間
、
駿
河
衆
・
遠
州
衆
（
・
三
河
衆

脱
カ
）

あ
な

と

り

て

我

先

に

と

争
あ
ら
そ

ひ

て

中 なか

間 ま

も

め

る

よ

し

是

に

て

ハ

評

定

不

相

と

承

候

、

先

手

分

に

一

当 あて

強
つ
よ
く

く
あ
て
候
ハ
ヽ
、
今
度
の
合
戦
に
こ
り
て
後
々

は

皆

々

御

味

方

に

な

る

へ

し

、

駿

河

衆

重
而

三

河

国

へ

手

出

は

成

間

舖

也

、

殊

大

将

ハ

伊

勢

新

九

郎

也

、

誰

人

か

此

下

知

に

付

可

申

候

哉

一

当

あ

て

候

ハ

ヽ

に

け

へ

し

、

爰

を

以
テ

御

勝

と

申

也

、

殿

へ

参

河

衆

頓
而

手

入

有

へ

し

、

必

御

懇
ね
ん
ご
ろ

有

へ

し

、

と

申

上

け

れ

ハ

、

長

親

御

手

を

上

感 かん

涙 るい

を

な

か

し

給

ふ
也

、

如
レ

案

田

原
の

戸

田

申
け
る
ハ
、
駿
河
を
頼
て
ハ
上
下
も

六 むつ

借 かし

、
長
親

を
好
申
合
、
駿
河
と
手
切
可
仕
、
と
申
を
新
九
郎

聞
て
、
我
ハ
西
郡
の
城
普
請
を
見
て

頓
や
か
て

而

帰
ら
ん

と
て
馬
廻
り
の
者
計
引
つ
れ
て
出
け
る
か
、
西
郡

ゑ

ハ

不

参

し

て

直 すく

に

吉

田

へ

引

入

、

諸

勢

は
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是
を
聞
足
々
に
成
て
吉
田
へ
引
、
其
よ
り
新
九
郎

西
三
河
へ
出
事
な
ら
す
、
三
河
衆
大
方
長
親
御
旗

本

へ

参

也

、

長

親

ハ

安

城

へ

引

給

ふ

、

其

後

ハ

弥

国

中

の

者

共

異 い

儀 ぎ

に

及

者

な

し

、

松

平

内

膳

殿

に

ハ

桜

井

の

城

を

参

ら

せ

ら

れ

て

三

男

甚

太

郎

殿

へ

ハ

青

野

城

を

被

為

参

松
平
勘
解
由
殿
へ
ハ
藤
井
の
城
を
参
せ
給
ふ
、
同

右
京
殿
へ
ハ
ふ
つ
か
ま
（
福
釜
）

と
東
は
た
（
東
端
）

を
参
せ
給
ふ

信

忠

へ

安

城

を

譲
ゆ
つ
ら

せ

給

ふ

也

正

徳

ト

有

之

候

是

ハ

延

徳

ニ

テ

可

有

之

候

信
忠

正
徳
二
庚

戌

年
誕
生
、
竹
千
代
、
次
郎
三
郎

左

京

蔵

人

、

享

禄

四
辛

卯

年

四

拾

二

歳

七

月

廿
七
日
卒
、
法
名
安
栖
院
殿

�

孝
道
忠
大
禅
定
門

信

忠

、

此

君

ハ

御

幼

少

の

時

ハ

御

代

々

を

よ

く

被 るゝ
レ

継 つか

と

諸

人

民

百

姓

ま

て

悦

、

十

二

三

歳

迄

ハ

ほ

め

る

事

也

、

十

二

三

四

五

美

男

の

御

そ

た

ち

中
々
難
二

申

尽
つ
く
し

一

、
然
共
御

酒
女
色
に
御
心
を
寄

ら

れ

御

奥

方

に

て

昼

夜

共

に

御

酒

も

り

琴

三

味

縁
（
線
）

に

日

を

暮

し

あ 何

た

る

御

仕

置

も

な

く

表

の

御

臺 たい

所
と
こ
ろ

方 かた

ハ

殊

の

外

御

つ

め

御

欲 よく

は

筆 ふて

に

も

つ

く

し

か

た

く

、

諌
い
さ
め

め

奉

ら

ん

と

皆

々

談

合

す

れ

共

年

中

表
お
も
て

へ

被

為

出

さ

れ

は

一

日

暮

し

に

仕

し

と

也

、

長

親

公

の

御

恩

を

思

ひ

出

し

て

有

け

れ

共

此

殿

日

を

お

く

る
程

悪

敷
候
て

ミ

な
〳
〵
迷 めい
惑 わく
仕

也

、
先

の

主

君

に

ハ

替

り

給

ひ

て

御

慈 し

悲 ひ

の

御

心

も

な

く

御

情

け

も

な

く

十

四

五

よ

り

奥

に

て

御

そ

た

ち

、

奥

の

御

臺

所

ハ

い （

る マ

へ マ

り ）

も

な

く

女

房

衆

朝

夕

の

御

遊 あそ

ひ

、

夜

は

鳥 ※

過

ま

て

＊
延
徳
二
年
（
一
四
九
〇
）（

一
五
三
一
）
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御
酒
盛
、
昼
ハ
午 ※

未
の
時
迄
御
や
す
ミ
、
折
々
ハ
御
使

に
て
町
人
百
姓
に

課 くわ

役 やく

を
御
懸
、
御
一
門
の
衆
も

我
々
（
我
儘
カ
）

に
な
り
て
随
ふ
方
も
な
し
、
増
て
国
持
衆
ハ

我
々
（
我
儘
カ
）

に
成
て
随
ひ
申
者
も
な
し
、
纔
に
安
城

計
を
（
持
せ
給
ふ

脱
カ
）

此
君
の
御
代
を
為

継

（
継
が
せ
）

給
ふ
事
ハ
難
成

何

事

も

有

な

ら

は

長

親

の

御

子

ハ

い

つ

れ

も

同
事
也
、
次
男
の
内
膳
殿
を
御
代
ニ

立
、
信
忠
を
ハ

脇

に

置

申

さ

ん

と

い

ふ

人

多

し

、

其

中

に

筋

目

を
思
ふ
衆
の
申
け
る
ハ
、
各
の
仰
尤
也
、
然
と
ハ
申

セ

と

も

長

親

よ

り

内

膳

殿

へ

は

桜

井

の

城

を

被 られ
レ

遣 おく

人

を

も

分
ケ

て

被

遣

給

ふ

、

信

忠

ハ

惣

領

な

れ

は

安

城

を

譲
ゆ
つ
ら

セ

給

ふ

、

其

上

度

々

の

走

廻

の

衆

旁

達

を

始

て

多

く

被

付

給

ふ

事

ハ

別

の

儀

な

ら

す

、

君

の

御

所

存

な

き

な

く

は

各

守 もり

立 たて

申

せ

と

の

義

な

り

、

君

の

御

無 ふ

器 き

用 やう

に

て

各

を

は

し

め

我

等

式

ま

て

御

言

葉

懸 かけ

も

な

し

、

慈

悲

の

御

心

も

な

き

事

ハ

各

我

等

ま

て

も

婦
（
武
）

の

あ

し

き

事

な

れ

共

長

親

の

御

見
立
又
ハ
あ
て
か
ひ
の
こ
と
く
に
も
被
成
、
殊
に

何

れ

も

我

人

も

御

譜 ふ

代

の

者

な

れ

ハ

今

更

棄

置

給

ふ

な

ら

は

御

一

代

の

武

辺

も

捨 すた

り

家

の

名

字

に

疵

付

申

さ

ん

也

、

我

等

式

は

此

君
を
御
主
と

所

仰

（
あ
お
ぐ
と
こ
ろ
）

也
、
と
申
せ
は
、
弥
長
親
の

御
前
を

背
（
そ
む
く
）

に
て
ハ
な
し
、
内
膳
殿
を
取
立
申
さ
ん

と

の

事

也

、

各

も

御

分

別

候

へ

此

御

家

と

申

ハ

第

一

御

武

辺

、

第

二

御

内

衆

に

御

情

御

詞
こ
と
ハ

懸

、

第
三
御
慈
悲
、
此
三
ツ
を
以
テ

続
た
る
御
家
な
れ
と
も

三

ツ

物

一

つ

と

し

て

調

事

な

く

候

へ

ハ

と

て
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も

御

家

ハ

立

間

舖

候

、

長

親

の

御

跡

ハ

此

君

の

御

代

に

亡 ほろ

ひ

て

他

の

手

に

渡

り

申

さ

ん

事

ハ

目

の

前

也

、

我

も

人

も

子

を

持

事

ハ

大

身

小

身

と

も

に

同

事

也

、

惣

領

か

う

つ

け

て

あ

と

を

継

事

な

ら

す

は

弟

か

理
（
聡
き
）

殿

な

れ

ハ

弟

に

跡

を

継 つが

す

る

習

ひ

お

ほ

し

、

長

親

も

左

様
ニ

可
被
思
召
候
也
、
此
内
膳
殿
、
次
男
な
れ
共
御
子
也
、

此
上
此
君
も
御
代
々
の
引 ※

付
一
門
も
は
つ
れ
給
ね

は

、

長

親

の

御

跡

ハ

立

て

、

末

迄

も

頼

も

し

と

て

内

膳

殿

を

御

代

に

立

参

せ

ん

と

云

々

尤

此

君

の

御

代

を

被

継

間

敷

と

各

の

被

仰

も

尤

道

理

也

、

我

々

も

左

様
ニ

存

候

、

御

情

も

な

き

御

主

に

取

当

り

申

も

前

世

の

因 いん

果 くわ

也

又

々

我

々

の

父

達

の

長

親

の

や

う

な

る

御

主

に

取
リ

あ
た
り
申
さ
る
ゝ
も
前
世
の
果 くわ
報 ほう
也
、
然
と
ハ

申

セ

共

御

譜

代

久

敷

御

主

を

取

替

て

や

ぶ

の

傍
か
た
ハ
ら

に

住

せ

給

ふ

を

見

る

事

成

間

敷

け

れ

ハ

其

御

有

様

を

見

参

セ

て

泪

を

押

ぬ

く

ひ

て

と

を

る

な

ら

は

譜

代

の

主

君

を

そ

し

に

取

替

た

る

者

よ

と

て

人

の

見

る

所

ハ

扨

お

き

ぬ

名
（
各
）

々

字

我

か

心

に

恥

し

く

有

へ

し

、

そ

れ

を

思

へ

ハ

無

是

非

御

供

申

て

腹

を

切

申

さ

ん

な

り

各
ハ
互
の
心
々
に
可
被
成
候
也
、
各
長
親
の
御
跡

を

つ

ふ

さ

れ

ざ

る

様

に

内

膳

殿

を

御

代

に

立

申

さ

ん

と

の

た

ま

ふ

も

長

親

の

御

為

な

り

又

我

等

共

か

御

供

申

て

腹

を

切

ら

ん

と

云

も

長

親

の

御

為

、

我

々

共

か

ケ

様

に

申

を

も

信

忠

は

何

と

も

思

召

ハ

有

間

敷

候

へ

と

も

譜

代

の
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御

主

な

れ

ハ

一

命

を

参

す

る

事

ハ

露

塵

程

に

も

お

し

か

ら

す

、
扨

も

〳
〵

御

病
者

御

不 ふ

器 き

用 や
う

な

る

ゆ
へ
各
か
や
う
に
お
も
ひ
立
れ
候
と
思
へ
は
、
一
入
い
た

わ
り
入
ま
い
ら
せ
候
、
は
や
御
家
も
二
ツ
に
わ
れ
申

由

を

信

忠

も

聞

召
て

其

中

に

と

う

と
り
（

頭

取

）

の

族
や
か
ら

を

御

手

討 うち

に

被

成

け

れ

ハ

目

出

度

御

事

か

な

御
気
の
付
セ
給
ふ
と
云
も
の
も
有
、
い
や
〳
〵
何
と

し

て

も

御

代

ハ

継

れ

か

た

し

と

申

者

計

多

し
、
林
藤
五
郎
・
徳
右
衛
門
・
宇
津
三
郎
右
衛
門
此

も
の
共
申
上
候
ハ
、
浮
世
を
見
申
候
に
、
早
々
御

隠
居
被
成
御
尤
と
奉
存
候
と
申
候
へ
ハ
、
信
忠
の

仰
に
ハ
、
何
と
し
て
も
一
門
を
始
又
ハ
小
侍
に
至
迄

も
我
等
に
思
ひ
付
ぬ
と
見
へ
た
り
、
其
れ
を
如
何
に
と

云

に

一

門

の

者

共

も

門

戸

を

さ

し

て

出

仕

も

な
し
、
小
侍
共
さ
へ
出
仕
を
セ
す
、

剰
あ
ま
つ
さ
へ

譜
代
の
者

迄

も

我

等

を

嫌 きら

ふ

と

見

へ

た

り

け （さ

れ れ

ハ ハ）

早

速

隠

居

し

て

次

郎

三

郎

清

康

に

跡

を

譲

な

り

必

々

何

も

を

頼

也

、

当

年

十

三

歳

也

、

西

東

を

不
レ

知

者

也

、

父

母

に

も

三

人

の

衆

を

頼

な

り

我
ハ
隠
居
の
後
ハ
、
子
共
を
こ
ろ
し

流 なか

し
候
と
も

構
ハ
な
く
候
、
何
茂

次
第
也
、
偏
々
皆
々
の
心
次
第

頼
な
り
、
次
男
蔵
人
に
ハ
ね
ふ
き
（
合
歓
木
）

を
譲
る
な
り

三
男
十
郎
三
郎
に
ハ
見
つ
き
（
三
ツ
木
）

を
譲
也
、
乍
去

是

も

皆

々

次

第

也

、

次

郎

三

郎

清

康

殿

ゑ

御

代

を

渡

さ

セ

給

ひ

て

其

座

敷

よ

り

大

浜

へ

御
隠
居
な
り
、
各
申
け
る
ハ
、
如
此
に
可
有
御
座

と

ハ

不

存

に

此

前

我

等

共

命

を

惜 おし
ミ

ケ

程

の

君

に

御

異 い

見 けん

を

不

申

事

の

口

惜 おし

し

さ

よ

と
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感

涙

を

な

か

し

け

れ

と

も

甲

斐

そ

な

き

、

先

奥

ゑ
被
為
成
、
緩
々
（

ゆ

る

ゆ

る

）

と
御
隠
居
尤
と
申
せ
は

皆

々

聞

給

へ

、

奥

へ

も

入

へ

け

れ

共

女

童
わ
ら
ハ

と

も

取

付

な

は

未 ミ

練 れん

も

お

こ

り

な

ん

と

て

そ

の

御

座

よ

り

御

隠

居

ハ

昔

も

今

も

世

に

あ

ら

し

と

な

り

清
康

竹
千
代
、
世
良
田
後
ハ
次
郎
三
郎
、
永

延
イ

正

八

辛

未

年

誕

生

九

月

七

日

天

文

四

乙

未

年

十
二
月
五
日
廿
五
歳

卒

法
名

善

徳

院

殿

年

叟

道

甫

禅

定

門

大

永

三
癸

未

年

、

御

歳

十

三

歳

に

て

御

代

を

請

取

せ

給

ひ

て

よ

り

以

来

は

諸

国

ま

て

人

の

用

ひ

来

る

事

、

此

君

は

御

た

け

ひ
き
し

（

低

く

）

、

御

目

の

内

に

ひ

と

ミ

二

ツ

有

、

御

形
か
た
ち

ハ

う ※

ち

お

ろ

し

の

小

鷹 たか

よ

り

も

猶

見

事

に

け

た

か

く

尋 ちん

常
し
や
う

に

諸

人

愛 あい

敬
き
や
う

下 け

須 す

ち

か

く

慈

悲

御

情

ふ

か

く

上

下

を

嫌 きら

ひ

給

ハ

す

、

理

非

の

道

ハ

直 すく

に

し

て

何

を

以

か

奉
レ

恨
う
ら
ミ

哉

、

此

殿

の

御

育
ハ
只
人
に
て
な
き
御
生
付
也
、
八
・
九
才
の
御

時

よ

り

甲

斐

々

々

敷

者

共

を

被

召

て

ハ

走 はし

り

か

ゝ

ら

セ

給

ひ

て

膝 ひさ

に

御

腰 こし

を

懸

ら

れ

、

我

ハ

度

々

に

敵

と

切

合

勝

何

と

お

そ

ろ

し

き

物

か
と
御
尋
候
へ
ハ
、
此
も
の
共
申
上
る
は
、
す
こ
し
も

お

そ

ろ

し

き

も

の

に

て

御

座

な

き

、

と

申

上

候
へ
ハ
、
何
と
切
合
申
哉
、
と
た
つ
ね
給
へ
ハ
、
か
た
な

を

ぬ

き

て

足

を

ふ

ミ

こ

ミ

敵

を

切

ふ

セ

首 くひ

を

と

り

申

也

、

偖

鑓

を

合

た

る

と

ハ

何

と

し

た

る

そ

、

敵

も

鑓

、

味

方

も

鑓

に

て

た ※

ゝ

き

合

（
一
五
一
一
）

（
一
五
三
五
）

（
一
五
二
三
）
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互
に
の
き
候
を
鑓
か
合
た
る
と
申
也
、
と
申
け
れ
は

御
機
嫌

能
（
よ
く
）

御
満
足
な
か
〳
〵
難
二

申

尽
つ
く
し

一

、
自
然
も

此
者
の
内
討
死
と
被
聞
召
候
へ
ハ
御
落 らく
涙 るい
無
レ

限
故

ひ
し
と
か
く
し

煩
わ
つ
ら
い

候
、
と
申
上
候
へ
は
、
細
々
御
尋

候

て

御

文

を

被

遣

、

好 よく

養

生

候

て

可

罷

出

と

被

仰

遣

候

へ

は

、

一

門

の

者

共

寄

合

手

を

合

て

感
涙
お
（
を
）

な
か
し
、
い
つ
か
此
殿
御
成
人
候
へ
か
し
と

七

・

八

歳

の

御

事

を

待

か

ね

申

也

、

信

忠

悪

敷

に
付
、
此
殿
の
御
心
立
に
付
て
心
有
侍
ハ
御
代
を

待

程

に

は

や

十

三

の

御

歳

御

代

を

請

取

せ

給

ふ

な

り

、

皆

々

悦

奉

る

也

、

信

忠

の

御

時

松

平

内

膳

殿

へ

引

退

候

者

も

帰

参

候

得
者

夫

々

に

被

召

仕

候

也

、

十

三

歳

に

て

御

代

を

被

継

其

砌

煩

候

者

と

も

を

御

尋

被

成

候

故

無

是

非

酉 ※

年

已

前

に

討

死

候

と

申

上

候

得
者

御

顔

に

御

袖

を

当

ら

れ

御

か

な

し

ミ

か

き

り

な

し

御

傍
か
た
わ
ら

近 きん
習 しゆ
の
者
ま
で
是
お
（
を
）

見
奉
り
て
な
き
（
泣
き
）

悲
し
ミ
申
也
、
被
討
死
（
討
た
れ
死
に
）

の
者
共
を
清
康
公

御

聞

候

て

其

日

御

精

進

を

被

遊

候

也

、

兎

角

此

殿

の

御

情

程

は

御

奉

公

難
レ

尽

と

皆

々

申
也
、
扨
、
皆
々
存
候
様
ハ
、
岡
崎
中
山
（
山
中
カ
）

ハ
松
平

弾
正
左
衛
門
殿
持
分
也
、
唯
に
て
有
な
ら
は
違 い

乱 らん

も

可

被

申

、

清

康

を

聟

に

と

可

申

懸

、

若

如
何
と
被
申
な
か
（
衍
字
カ
）

ら
は
可
為
合
戦
、
先
持
分

中

山

を

可

取

と

寄

会

談

合

究

、

宇

津

の

左

衛

門

五

郎

、

忍

ひ

て

是

を

取

、

其

後

聟 むこ

遺 い

跡 せき

と
申
懸
候
ハ
ヽ
、
は
や
中
山
ハ
被
取
て
成
間
敷
と

思
わ
れ
、
い
な
（

否

）

と
申
な
ら
は
合
戦
に
可
成
と
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被

心

得

、

是

に

て

合

点

可

有

と

は

か

り

し

る

若
、
い
な
と
申
候
ハ
ヽ
合
戦
に
致
へ
し
、
心
易
敵
な

れ

は

清

康

を

能

取 （

飼
マ

マ

所 ）

と

存

談

合

を

究

岡

崎

へ

使

者

を

立

、

御

縁

辺

の

事

申

遣

候

へ

ハ

中

山

を

被

取

無

是

非

故

聟

一

跡

尤

と

同

意

し

て

申

来

る

、

押

付

御

輿 こし

入

な

り

、

松

平

弾
正
左
衛
門
殿
ハ
迹
一
跡
ま
て
ゆ
つ
り
隠
居
な
り
、

御

前

方

行

儀

貌

并

方

な

く

候

と

い

へ

共

其
ニ

も

清

康

お

ほ

れ

給

ハ

て

一

月

の

内

半

分

ハ

表
ニ

御

寝 しん

な
る
、
御
膳
な
と
ハ
猶
以
表
に
て
被
召
上
也

御

心

立

大

小

の

へ

た

て

な

く

御

慈

悲

ふ

か

く

御

情

懸

給

へ

ハ

、

皆

人

一

心

に

お

も

ひ

つ

き

奉
ル

、
清
康
公
、

宣
の
た
ま

ひ
け
る
ハ
、
皆
々
我
を
一
心
に

お

も

ひ

付

ぬ

と

御

覧

せ

ら

る

ゝ

に

御

身

御

小

身

な

れ

は

皆

々

の

志
こ
ゝ
ろ
さ
し

程

御

礼

難

被

仰

殊

ニ

各

人

の

身

に

ハ

宿

に

用

事

も

有

物

な

る

に

、

昼

ハ

詰

て

夜

ハ

弐

百

計

宛 ツヽ

城

に

寝

る

事

、

世

上

に

て

ハ

我

心

懸
ケ

つ

よ

く

用

心

厳

き

と

可

申

也

、

乍

去

皆

々

国 ※

持

衆

我

に

恐

怖

お
そ
ら
〳
〵

く

ら

ひ

ハ

能

候

へ

共

、

宿

を

捨

て

夜

昼

詰
事
ハ
不
入
事
也
、
少
ハ
身
お
（

を

）

も
く
つ
ろ
け

候

へ

と

被

仰

出

け

る

、

皆

々

冥 めう

加 が

至

極

の

上

意

か

な

、

御

奉

公

仕

候

と

は

弥

不

奉

存

候

殿

様

の

御

姿

を

見

上

候

へ

ハ

、

其

日

ハ

祈

祷

に

罷

成

候

と

存

て

罷

出

候

と

申

け

れ

は

清

康

聞

召

て

、

内

の

者

と

申

な

か

ら

此

言

葉

難
忘
思
ふ
也
、
各
達
お
（

を

）

持
候
上
ハ
天
下
に
心
付

と

被

仰

け

れ

は

皆

々

殿

様

い

つ

れ

も
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御

武

辺
并

御

慈

悲

御

情

を

以

次

第

々

々

に

御

代

お
（
を
）

券
（
暮
）

ら
せ
給
ふ
と
い
へ
と
も
六
代
に

絶
（
続
）

給
へ
ハ

天

下

を

治

め

給

ハ

ん

事

目

の

前

也

、

此

殿

御

内

衆

御

目

見
江

に

参

候

へ

は

御

膳

を

被

召

上

候

時

ハ

皆

々

を

被

召

出

候

て

御

汁

の

御

定 ゼう

器 ぎ

を

御

手

つ

か

ら

あ

け

さ

セ

給

ひ

て

面

々

是

に

て

酒

を

給

よ

と

仰

け

る

、

各

頭

を

地

に

付

て

謹
而

罷

在

ハ

、
何

と

て

被

下

ぬ

そ

と

く

〳
〵

と

宣

へ

と

も

猶

も

頭

を

地

に

付

て

罷

在

は

、

御

覧

し

て

面

々

何

と

て

給

ハ

ら

ぬ

そ

過 くわ

去 こ

の
生

姓
（
性
）

能
ハ
主
と
な
れ
り
、

悪
あ
し
き

ハ
内
の
者

と
な
る
也
、
侍
に
上
下
ハ
な
き
も
の
也
、
ゆ
る
す
に

早
々

は
や
ゝ
ゝ

給

ハ

れ

、

と

御

意

の

下

る

う

へ

ハ

余

り

辞

退

致

さ

は

却
而

あ

し

か

り

な

ん

と

存

畏
か
し
こ
ま
つ

而

罷
（
召
）

出

し

に

老

若

共
ニ

三

盃

つ

ゝ

被

下

よ

と

御

意

な

れ

は

余

リ

目

出

度

忝

さ

に

上

戸

も

下

戸

も

三

盃

つ

ゝ

被

下

、

御

前

を

罷

立

各

道

に

て

い

ひ

し

ハ

、

只

今

御

定

器

の

御

盃

御

情

の

御

詞

を

知

行

何

程

の

金

銀

珍

物

を

山

程

被

下

た

り

と

も

此

御

情

に

は

難
レ

替

、

御

馬

の

前

に

て

討

死

し

て

御

恩

を

報

せ

ん

よ

り

外

ハ

な

し

、

有

時

皆

々

心

を

く

つ

ろ

気

さ

セ

ん

と

思

召

、

御

能

被

仰

付

清

康

ハ

縁

の

上

に

て

上

覧

あ

り

、

内

膳

殿

を

は

し

め

各

御

一

門

其

外

ハ

白

砂

に

畳

を

敷
て
け
ん
ふ
つ
（
見
物
）

あ
る
、
然
所
に
内
膳
殿
、
座
敷

に
畳
を
し
き
て
あ
り
し
に
、
内
膳
殿
無
御
出
（
御
出
無
き
）

内
に
不
思
知
（
思
わ
ず
知
ら
ず
）

し
て
畳
の
へ
り
に
□
□
□
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加

兵

衛

能

程

に

腰

を

懸

け

る

を

内

膳

殿

御

覧

し

て

、

我

座

敷

に

腰

を

か

く

る

は

何

者

そ

お
ろ
せ
、
と
宣
ひ
け
る
、
使
参
り
て
内
膳
ハ
お
り

給

へ

と

被

申

候

、

急

を

り

給

へ

と

申

セ

は

加

兵

衛

申

け

る

は

、

尤

内

膳

様

の

御

座

敷

に
何
と
て
上
り
申
さ
ん
哉
、
不
思
ひ
知
（
思
い
知
ら
ず
）

に
心
な
ら

す

畳

の

へ

り

に

腰

を

懸

申

也

、

御

意

な

く

共

見

懸 かけ

申

さ

は

お

り

可

申

所

に

畏

て

御

座

候
、
と
申
所
へ
重
而

御
使
ま
い
り
て
早
々
お
り
給
へ

を

り

給

ハ

す

ハ

お

ろ

し

申

セ

と

申

付

ら

れ

た
り
、
急
お
り
給
へ
と
申
せ
は
、
加
兵
衛
申
ハ
、
迷
惑

な

る

重

々

の

御

使

、

を

り

申

間

敷

と

申

事

ハ

無
御
座
候
、
畏
て
御
座
候
、
と
申
所
へ
、
又
御
使

の

儀

一

入

迷

惑

仕

候

也

、

上

様

の

御

目

の

前

諸

傍

輩

の

思

ハ

ヽ

か

や

う
ニ

切

々

御

使

被

下

壱

人

罷

立

候

ハ

ヽ

後

姿
す
か
た

も

さ

ひ

し

く

候

て

赤

面

仕

へ
く
、
左
様
に
も
御
座
候
ハ
ヽ

恐
お
そ
れ

に
は
御
座
候
へ
共

御

結 けち

縁 えん

に

被

思

召

、

内

膳

様

も

御

立

被

成

候

へ

御
供
申
可
罷
立
、
喩
（
た
と
え
）

ハ
頭
ハ
は
ね
ら
れ
候
共

我

壱

人

ハ

罷

立

間

舖

、

と

申

切

て

御

能

過

る

ま

て

終

に

不

立

、

御

能

過

て

各

罷

立

処

に

加

兵

衛

御

城

へ

可

罷

出

由

御

使

立

、

諸

傍

輩

も

定

て

御

成

敗

も

可

有

之

と

申

、

其

身

は

勿

論

お

も

ひ

定

て

御

使

と

同

道

し

て

少
茂

不

驚

御

城

へ

ま

い

る

也

、

清

康

御

覧

し

て

汝

等

共

ハ

久

敷

譜

代

の

者

な

れ

は

先

々

の

一

類

も

多

く

討

死

し

て

信

光

・

親

忠

・

長

親

よ

り

以

来

忠

義

尽

し

た

る

者

の

末

々
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殊

更

汝

等

も

度

々

の

走

廻

、

其

名

を

得

た

り

と

い

へ
と
も

、
我

小
身

な
れ
は

甲
斐

々
々

敷

宛
（
あ
て

行
が
い
）

は

す

さ

れ

と

も

、

譜

代

の

者

な

れ

は

我

か

為

に

一

命

を

捨

て

走

廻

り

を

す

る

、

ケ

様

に

思

ひ

入

た

る

譜

代

の

者

を

持

た

る

故

に

日

本

国

が

動
う
こ
ひ

て

十

万

廿

万

騎 き

に

て

寄

来

る

と

も

、

五

百

三

百

に

て

も

切

懸

ら

ん

と

思

ひ

け

る

ハ

彼 かれ

等 ら

を

持

故

也

、

譜

代

の

者

を

置

て

当

座

の

侍

を

抱

て

ハ

心

気

遣

、

二

万

三

万

持

た

れ

ハ

と

て

其

儀

に

て

ハ

多

勢

へ

懸 かけ

て

利

を

な

さ

ん

事

ハ

思

ひ

も

よ

ら

す

、

汝
な
ん
ち

等 ら

共

心

を

知

り

は

し

め

譜

代

の

者

一

人

お
（

を

）

は

神

八

幡

も

照

覧

あ

れ
、
一
郡 くん
二
郡
に
ハ
替
間
舖
候
、
汝
等
か
こ
と
く
の

者

共

を

持

た

る

故

に

我

年

に

も

た

ら

す

其

上

小

身

に

し

て

十

三

四

に

成

て

天

下

を

心

懸

て

一

軍

セ

ん

と

思

ふ

事

も

汝

等

共

を

頼

と

セ

し

に

、

内

膳

殿

無 ※

公

汝

を

踏 ふミ

つ

ふ

さ

ん

と

し

給

内

膳

殿

義

な

ら

は

、

走

廻

り

の

者

共

に

は

情

を

懸

て

給

ハ

り

、

我

等

か

用

に

も

立

様

に

し

た

ま

ハ

り

候

こ

そ

ハ

本

意

な

る

へ

き

に

却
か
へ
つ

而

ケ

様

に

走

廻

り

の

者

を

な

く

被

成

ん

と

の

あ

て

か

ひ

は

さ

り

と

ハ

公 ※

な

き

あ

て

か

ひ

こ

そ

有

に

、

汝

は

度

々

走

廻

り

に

は

宛

行

事

も

な

く

、

今

日

座 さ

敷 しき

を

立

な

ら

ハ

惜 お

敷 しき

も

の

に

ハ

あ

れ

共

是

悲
（

非

）

兄

弟

一

類

の

者

お
（

を

）

も

成 せい

敗 はい

せ

ん

と

思

ひ

定
而

唯 た
ゝ

今 い
ま

立

か

〳
〵

と

尻

目

に

掛

て

見

て

あ

れ

は

、

さ

れ

と

も

能

不

立

ハ

汝

に

は

地

方
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四
貫
出
し
つ
る
か
今
日
よ
く
不
立
ほ
う
ひ
五
貫
重
而

九
貫
に
し
て
出
す
也
、
と

宣
の
た
ま

へ
は
、
是
を
聞
国
中

の
大
小
の
侍
と
も
申
け
る
ハ
、
異 い

国 こく
ハ
不
レ

知
本 ほん
朝 てう

に

は

御

慈

悲

御

情

と

言

、

又

武

辺

と

い

ひ

清

康

に

ま

し

た

る

主

君

難

有

と

言

し

と

也

、

山

中

の

城
を
宇
津
左
衛
門
五
郎
、
忍
取
に
取
給
ふ
に
、
そ
の

褒 ほう

美 ひ

を

の

そ

め

と

御

意

な

れ

共

、

上

様

御

小

身

な

れ

は

御

知

行

可

給

と

の

望

も

御

座

候

ハ

す

、

御

知

行

な

き

事

は

淵 えん

底 てい

存

候

な

り

御

譜

代

の

御

主

な

れ

は

忠

節

を

つ

く

し

方 ほう

ぼ

う

を

切

と

り

御

手

も

広

く

御

成

天

下

迄

御
心
懸
候
ハ
ヽ
望
可
申
也
、
子
共
新
八
郎
・
左
衛
門
次
良
・

弥

三

郎

・

甚

四

郎

兄

弟

四

人

の

者

共

ハ

其

身

に

随

て

御

知

行

過

分

に

被

下

候

へ

ハ

何

の

望

も

無
御
座
候
と
申
上
け
れ
ハ
、
重
而

仰
け
る
ハ
、
何
そ

の
そ
ミ
可
有
に
不
申
事
如
何
、
と
思
召
也
、
ま
た

申
上
候
ハ
、
子
共
ニ

御
用
に
立
、
三
河
一
国
御
切
取

并

の

国

を

思

ひ

付

セ

て

御

手

を

広 ひろ

く

候

ハ

ヽ

望

可

申

也

、

只

今

ハ

望

申

と

も

御

知

行

塵 ちり

程

も

無

御

座

候

也

、

又

仰

有

け

る

ハ

、

山

中

を

忍

ひ

取

に

取

て

得

さ

セ

候

へ

ハ

、

是

に

て

知

行

有

な

れ

ハ

、

望

て

給
（
た
べ
）

と

の

御

意

な

り

、

其

上

其
方
望
な
き
故
に
余
人
へ
少
成
共
（
少
し
な
り
と
も
）

取
す
る

事
も
な
ら
ぬ
、
と
仰
け
る
、
左
衛
門
五
良
、
何
と
思
わ
れ

候
や
ら
ん
、
上
意
ハ
過
分
に
候
へ
共
、
山
中
は
少

な

利 り

、

皆

々

へ

被

下

候

事

ハ

た

り

申

間

敷

候

其

御

心

得

候
而

可

給

候

也

、

我

等

共

子

皆

よ

り

上

に

被

下

候

ハ

ヽ

神

八

幡

も

照

覧

候

へ

請

取

セ



29
関野済安聞書 乾

申

間

舖

也

、

我

等

に

ハ

御

分

国

の

内

市

の

舛

取

を
被
下
候
へ
、
舛
取
申
付
置
候
ハ
ヽ
我
等
の
す
き

あ
ひ
ほ
と
ハ
御
座
候
ハ
ん
、
と
申
け
れ
ハ
、
其
ハ

安

き

申

様

や

と

被

仰

け

る

、

其

後

清

康

公

御

傍 そは

近

き

衆

を

被

召

出

、

人

ハ

欲

の

は

な

れ

候
と
人
こ
と
に
申
候
へ
と
も
、
左
衛
門
五
良
ハ
今
度
一
門

し

て

山

中

を

忍

ひ

取

に

切

取

、

我

に

得

さ

セ

候

間

、

知

行

遣

し

度

と

思

召

、

色

々

望
の
そ
ミ

候

へ

と

仰

け

れ

共

不

望

し

て

只

市

の

舛

取

役

を

望
候
也
、
是
ハ
代
官
な
と
の
望
な
り
、
日
本
一
の

分

別

者
（
も
の
）

、

武

辺

ハ

数

度

の

者

な

る

に

ケ

様

の

望

ハ

下

々

迄

も

不

致

所

也

、

年

も

寄

分

別

も
替
り
申
候
哉 や

覧 らん
無
心
許
（
心
も
と
な
く
）

思
召
也
、
少
の
儀

に
望
も
の
に
て
ハ
な
く
候
、
我
等
朝
夕
異 い

見 けん

セ
し

は

天

下

を

取

心

持

計

お

も

へ

、

我

の

所 しよ

帯 たい

方

金

銀

の

た

く

わ

へ

な

く

、

人

を

仕

に

礼

を

重 おも

く

し

て

言

葉

懸

如

何

に

も

面

の

顔

ふ

り

能

う

き

か

ゝ

る

様
ニ

人

に

物

を

出

す

時

は

心

持

を

進

め

て

情

を

よ

く

思

ひ

出

し

て

人

を

ハ

仕

ふ

と

申

候

由

、

又

諸

人

の

面

を

能

見

候

へ

ハ

如

何

様

の

様

子

は

見

え

候

と

折

々

に

異

見

致

候

也

、

前

廉 かと

に

も

知

行

出

し

候

へ

は

蔵

入

も

少

き

程

に

神

八

幡

も

照

覧

あ
れ
取
間
敷
と
申
上
ハ
、
是
悲
（

非

）

な
し
、
今
度

も
一
円

承 セう

引 いん

セ
す
、
色
々
申
候
へ
ハ
、
余 よ

人
へ
ハ

少

は

取

セ

候

へ

と

申

也

、

子

共

に

も

皆

々

な

ミ

に

被

下

よ

、

多 おゝ

く

候

ハ

ヽ

返

し

可

申

と

申

候

也

市

舛

取

の

役

を

望

し

ハ

如

何

様

に

も
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不

審

、

皆

々

目

を

付

て

見

へ

し

、

我

も

目

付

を

つ
け
て
見
ヘ
し
、
と
被
仰
候
也
、
其
後
左
衛
門
五
良

御

分

国

中

の

市

へ

人

を

遣

け

る

に

わ
れ

（
我

）

に

市
舛
（

取

脱

カ

）

の
役
目
を
被
下
候
也
、
其
所
の
庄
屋

早

々

可

参

と

触 ふれ

よ

ひ

よ

セ

、

庄

屋

共

へ

申

さ

れ

候

ハ

、

御

分

国

に

十

七

ケ

所

市

有

之

七
（
右
）

市

は

郡 ※

境

つ

ふ

れ

て

有

、

境
さ
か
い

目

ハ

猶

立

度

候

也

各
何
と
お
も
ふ
と
也
、
庄
屋
共
申
候
ハ
、
何
と
し

て

も

立

申

間

舖

候

、

御

役

目

色

々

多

く

殊

に

境

目

也

、

立

申

事

ハ

思

ひ

と

も

無

御

座

候

と

申

、

左

衛

門

五

郎

、

其

時

舛

目

の

役 ※

共

を

ゆ

る

し
候
也
、
庄
屋
、
此
義
に
お
ゐ
て
ハ
忝
存
候
、
是

に

て

は
市

を

立
候
ハ

ん

と
申

也

、
は
や

〳
〵

罷
帰

百

姓

共

に

申

聞

セ

悦

せ

候

ハ

ん

と

罷

立

候

十

二

三

年

も

つ

ふ

れ

て

候

市

立

候

て

人

足

多 おゝ

く

前

々

よ

り

の

十

市

ハ

猶

さ

か

り

候

へ

は

遠

国

敵

方

の

民

百

姓

迄

喜
よ
ろ
こ

ひ

、

何

し

て

成

共

安

城

の

殿

様

へ

参

百

姓

を

と

け

て

御

奉

公

申

度

と

願

候

な

り

、

何

事

に

付

て

も

清

康

様

事

あ

し

き

と

聞

て

ハ

敵

方

の

女

童

迄

も

か

な

し

ミ

申

、

清

康

様

へ

何

事

も
有
之
時
（

之

れ

あ

る

時

）

は

注 ちう

進 しん

申
、
其
御
下
に
て

心

安

き

申

度

、

と

願

候

て

万

事

注

進

な

と

仕

候

也

、

清

康

御

目

付

を

つ

け

ら

れ

被

聞

召

候

へ

は

、

舛

の

事

あ

り

の

ま

ゝ

に

申
上
候
へ
は
、
此
役
不
審
に
思
召
候
へ
ハ
、
扨
は

左
様
に
有
之
け
る
か
と
思
召
候
て
、
左
衛
門
五
郎

を

召

、

何

と

其

方

舛

の

役

の

事

を

望

候
ニ

付
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出

し

候

へ

ハ

舛

役

等

を

ゆ （

る
召

し

し ）

被

申

候
ニ

付

境

目

の

市

ハ

立

役

に

立

、

他

領

の

者

迄

出

入

あ

き

な

い

、

そ

れ

ゆ

へ

に

我

を

し

た

ふ

の

由

其

方

の

志

ゆ

へ

な

り

、

忝

事

筆

に

も

つ

く

し

か

た

し

、

此

儀

に

お

ゐ

て

ハ

一

代

御

忘

れ

有

間

敷

と

被

仰

御

悦

ハ

限

な

し

扨

ハ

は

や

此

百

姓

等

迄

も

我

を

引

也

、

心

安

思

ふ

也

、

五

百

六

百

の

人

数

を

以

あ

た

り

を

切

と

ら

ん

と

御

一

門

又

は

其

外

国

持

に
（
小
）

身

の

者

迄

へ

も

被

仰

遺
（

遣

）

候

ハ

、

我

に

信

忠

よ

り

跡 あと

職 しき

を

給

、

信

忠

ハ

隠

居

也

、

我

等

に

随

ひ

出

仕

な

き

に

お

ゐ

て

ハ

此

返

事

に

よ

り

馬

を

可

出

也

、

存

分

次

第

可

被

申

越

と

被

仰

遣
候
へ
ハ
、
信
忠
に
奉
背
故
（
背
き
奉
る
故
）

身
を
引
今
迄

出

仕

相

そ

な

わ

り

奉

り

候

、

右

の

御

意

の

趣

を
被
打
捨 す
（
打
ち
捨
て
ら
れ
）

御
赦
免
候
ハ
ヽ
何
と
そ
（
て
）

清
康
公
へ

遺

恨

可

存

候

哉

、

今

日

罷

越

出

仕

可

仕

と

申

被

参

候

衆

は

其

通

、

又

ハ

信

忠

に

相

背

申

条

只

今

清

康

へ

出

仕

の

事

思

ひ

も

不

寄

と

申

方

へ

押

寄

た

ま

ひ

て

踏 ふミ

つ

ふ

し

給

ひ

、

手

あ

ら

く

当

り

給

へ

ハ

残

所

の

衆

ハ

降 こう

参 さん

請

候

へ

ハ

、

御

慈

悲

な

る

清

康

な

れ

は

御

許

し

給

ふ

間

、

自

然

と

御

威

勢

つ

よ

く

御

歳

十

三

よ

り

御

代

を

請

取

給

ひ

御
内
の
し
ゆ
（

衆

）

へ
御
哀
憐
ふ
か
け
れ
ハ
一
入
お （怖
ち じ）

を

そ

れ

申

事

無

限

、

御

法

度

を

そ

む

き

申

者

一

人

も

な

し

、

清

康

公

、

常

に

被

仰

出

候

や

う

ハ

、

人

壱

人

損

（
そ
こ
な
い
）

さ

し

殺

す

事

は
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不

便

也

、

一

人

計

に

て

も

な

し

、

死

す

る

も

の

は

罪

な

れ

共

一

門

の

者

悲

し

ミ

女

縁

者

ハ

科 とか

を

知

ら

す

、

其

女

房

共

の

諸

親

類

迄

う

ら

み

ん

事

を

思

召

御

成 セい

敗 はい

候

ハ

て

不

叶

も

の

、

家

老

中

申

上

候

へ

は

、

先

々

の

穿 セん

鑿 さく

い
た
し
候
へ
と
被
仰
、
日
を
御
延
、
五
六
度
ま
て

同

御

返

事

な

る

に

よ

り

色

々

セ

ん

さ

く

候

て

申

上

候

へ

ハ

、

国

所

を

払

候

て

ハ

法

度

に

ハ

成

間

舖

哉

と

被

仰

候

ニ

付

、

家

老

中

も

兎

角

の

沙

汰

な

く

罷

在

候

へ

ハ

、

清

康

被

仰

候

ハ

、

其

親

ハ

ケ

様

成

徒
い
た
つ
ら

者

と

ハ

不

知

也

幼
少
よ
り
そ
た
て
置
、
一
門
に
恥
を
あ
た
へ
候
得
者

当

意
（
座
）

ハ

に

く

し

と

思

ふ

へ

し

、

身

を

わ

け

ぬ

れ

は
す
ゑ
〳
〵
ハ
不
便
な
る
へ
し
、
爰
を
お
も
へ
バ

他

国

へ

追

払

て

尤

也

、

さ

ら

は

追

払

と

て

被

仰

出

候

へ

は

、

後

々

は

科 とが

人

ハ

所

を

払

れ

候

て

ハ

只

御

成 セい

敗 はい

に

逢

申

社
（

こ

そ

）

本

儀

也

と

重
ひ
参
せ
（
ま
い
ら
せ
）

候
な
り
、
岩
瀬
庄
右
衛
門
と
申
足
軽

此
者
ハ
大
徒
者
、
又
ハ
友
傍
輩
を
す
か
し
（
賺
し
＝
だ
ま
し
）

辻
切
・
盗
人
・
棟
梁
度
々
に
お
ゐ
て
仕
る
、
左
様

成

事

ハ

他

国

へ

参

り

候
而

も

切

取

仕

候

故

御
成
敗
に
定
め
候
へ
ハ
、
清
康
公
へ
申
上
候
処
に

所

を

一

門

し

て

払

へ

と

被

仰

候

也

、

ケ

様

な

る

徒
い
た
つ
ら

者

ハ

国

に

被

召

置

候

て

も

不

入

事

と

思

召
、
御
法
度
と
被
仰
候
て
御
払
候
へ
ハ
、
一
門
か
く
し

国
へ
も
可
入
か
と
思
召
、
一
門
に
所
を
は
ら
へ
と

被

仰

出

候

也

、

岩

瀬

庄

右

衛

門

ハ

尾

張

へ

参

罷
在
候
へ
は
、

瓜 うり

生 う

野 の

熊
谷
か
城
に
押
寄
給
ひ
て
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御

責

被

成

候

付

、

御

案

内

申

上

、

火

を

付

御 （み

方
か
た
）

を

仕

に

よ

り

て

御

前

ハ

済

也

、

御

国

を

払

て

ハ

御

成

敗

程

に

存

候

て

昔

の

徒

事

ハ

少

も

な

く

甲

斐

々

々

敷

事

な

か

〳
〵

可

申

や

う

な

し

、

御

知

行

も

三

百

貫

被

下

候

也

、

御

慈

悲

哀

ミ

御

情

ふ

か

く

候

へ

ハ

一

人

も

不

足

を

持

セ

給

ふ

事

な

し

、

人

を

惜

ま

セ

給

ふ

也

、

御

代

の

久

敷

御

譜

代

な

れ

ハ

我

か

馬

の

先

に

て

討

死

を

致

さ

セ

て

こ

そ

ハ

武

士

の

本

意

也

何

そ

や

徒

に

人

を

失
う
し
な

ひ

不

足

を

も

た

セ

ん

や

と

被

仰

候

故

に

十

三

歳

に

て

安

城

の

小

城

を

請

取

給

ひ

、

わ

つ

か

五

六

百

の

人

数

御

十

四

歳
に
て
わ
か
こ
ゝ
ろ
の
こ
と
く
左
右
と
思
召
人
数

持
来
と
思
召
、
は
や
爰
か
し
こ
を
御
切
取
、
尾
張

の
内
へ
御
手
を
懸
給
ふ
、
岩
崎
・
信
濃
を
被
切
取

信

濃

を

ハ

内

膳

殿

へ

被

遣

候

也

、

大

永

四
甲

申

年

十

四

歳

、 ※

瓜 うり

生 う

野 の

熊

谷

か

城

へ

働 はた

給 らき

ひ

て

放 ほう

火 くわ

し

て

大

手 て

へ

ハ

松

平

内

膳

殿

・

松

平

右

京

殿

其

外

御

一

門

の

衆

寄

給

ふ

、

御

旗

本

は

搦
（
か
ら
め

手 て）

上

の

方

へ

押

上

給

ひ

て

天

地

を

郷
（
響
）

音
し
四
方
よ
り
鉄
炮
責
、
時
（
鬨
の
声
）

を
上
給
ふ
、
熊
谷

も

さ

る

弓

取

な

れ

は

事

共

セ

す

し

て

大
手 て

へ
切
て
出
る
、
松
平
右
京
殿
ハ
御
一
門
の
中

に
も
勝
た
る
弓
取
、
他
人
に
も
（

右

京

殿

の

）

う
へ
こ
す

者
な
し
、
一
足
も
し
さ
ら
す
（
し
り
ぞ
か
ず
）

戦
セ
給
ふ
、
良

暫

や
ゝ
し
ハ
ら
く

戦

ひ

給

ふ

か

多

く

の

疵 きす

を

蒙
こ
う
む

り

場 は

も

さ

ら

す

し

て

主

従

し
う
〳
〵

十

二

三

人

同

所

に

て

討

死

し

給

ふ

右

京

殿

は

武

篇

第

一

、

終

に

逆
き
や
く

心 しん

な

き

人

（
一
五
二
四
）
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な

れ

は

清

康

公

も

殊

の

外

憐

ミ

給

ひ

て

御

落

涙

無

限

、

其

時

内

膳

殿

、

助

さ

セ

給

ハ

ヽ

右
京
殿
討
死
ハ
有
ま
し
き
に
、
（
内
膳
殿
）

一
円
か （

ま 助

わ さ

セ せ）

給

わ

す

、

清

康

ハ

搦

手

の

山

よ

り

見

お

ろ

し

た

ま

ひ

て

、

内

膳

殿

ハ

何

と

て

助

さ

る

と

て

御

拳
こ
ふ
し

を

に

き

ら

セ

給

ひ

、

御

眼

を

見

出

し

御

歯 は

か
ミ
を
し
、
し
ら
あ
わ
を
か
ま
セ
汗
を
な
か
さ
セ

給

ふ

御

あ

り

さ

ま

ハ

役

神

天

魔

鬼

神

も

面

を

向

へ

き

や

う

も

な

し

、

余
あ
ま
り

御

勢

す

へ

か

ね

給

ひ

て

内

膳

殿

召

さ

れ

て

、

只

今

右

京

仕

合

に

不
レ

被
レ

助

し

て

不

叶

所

を

余 よ

所 そ

に

見

て

国

に

も

替

ま

し

き

右

京

を

ハ

討

せ

給

ふ

事

去

と

て

ハ

貴

方

の

見

殺 ころ

し

給

ふ

、

明

日
ニ

も

御

覧

セ

よ

、

弓

矢

八

幡

も

照

覧

あ

れ

、

我

等

ハ

手

前

に

て

一

門

の

者

を

討

セ

て

ハ

見

間

敷

と

被

仰

け

り

、

内

膳

殿

異

議

に

不

及

、

内

膳

殿

生

々

の

恥

也

、

右

京

殿

ハ

死

出

の

手

柄

な

り

内

膳

殿

へ

被

仰

に

く

き

事

を

手

ぎ

つ

く

被

仰

候

者
（
も
の
）

か

な

と

各

も

申

候

と

也

、

凡

異 い

国 こく

は

不

知

本

朝

に

ハ

ケ

様

の

君

は

有

間

敷

な

り

、

大

永

五

乙

酉

年

拾

五

歳

、

東

参

河

吉

田

を

ハ

牧

野

傳

蔵

か

持

来

、

清

康

公

、

各

を
被
召
御
談
合
有
け
る
ハ
、
皆
々
何
と
か
思
わ
る

へ

け

れ

と

も

東

三

河

を

ハ

過 くわ

半 はん

傳

蔵

か

持

也

小

国

を

二

人

し

て

持

て

ゑ

き

な

し

、

働

て

手

な

ミ

を

見

度

と

被

仰

、

皆

々

ハ

何

と

お

も

ハ
れ
候
哉
と
御
尋
候
へ
ハ
、
去
年
の
御 ※

合
戦

□ （に

□ は）

御

勝

候

へ

ハ

吉

田

へ

御

取

寄

、

傳

蔵

と

御

合

戦

（
一
五
二
五
）
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は
尤
可
然
也
、
此
の
御
矢

前
（
先
）

に
ハ
早
々
御
向
ひ
御
尤
也

吉
田
の
人
数
ハ
御
旗
本
よ
り
ハ
三

増 そう

倍 はい

な
る
へ
し

手
た
て
以
御
取
可
然
候
、
傳
蔵
持
内
へ
押
込
候
ハ
ヽ

必
々
三
増
倍
の
人
数
に
て
候
へ
ハ
あ
な
と
る
へ
し

殊

老

功 こう

の

武

者

よ

り

ハ

増

て

甲

斐

々

々

敷

御

目

ハ

き

か

れ

、

武

辺

の

道

ハ

何

も

の

申

上

候

へ

共

御

聞

被

成

、

何

事

に

も

邪

の

道

御

座

な

く

御

分

別

ハ

凡

天

下

に

は

双

ひ

（
な
ら
び
）

あ

る

ま

し

御

智

恵

才

覚

ハ

物

事

御

積 つも

り

ハ

少

も

無

違

御

哀 あハ

憐 れミ

御

慈

悲

情

ふ

か

く

何

に

か

命

惜

か

ら

ん

や

、

清

康

公

御

出

立

御

具

足

御

馬

の

召 めし

様 やう

の

見

事

さ

よ

、

吉

田

ハ

千

騎

、

清

康

公

の

御
人
数
ハ
五
六
百
也
、
清
康
、
兼
て
聞
召
け
る
ハ

少

も

危

事

な

し

、

具

足

の

色

す

ゝ

ミ

た

る

御

馬

の

進

事

の

よ

さ

と

御

人

数

の

す

ゝ

ミ

う

れ

し

な

き

に

涙

を

な

か

し

、

い

か

り

声

の

よ

さ

よ

、

御

旗 はた

色

の

見

事

成

風

迄

も

追

風

な

り

、

当

年

十

五

歳

の

殿

の

御

進

ミ

を

見

奉

り

余

り

に

う

れ

し

か

り

て

御

馬

の

先

ニ

て

朱 しゆ

の

丸

の

扇

を

腰

よ

り

ぬ

き

い （

た
出

し

し ）

一

さ

し

立

舞 まい

け

り

、

君

々

た

れ

は

、

臣

も

ま

た

水

よ

く

舟

を

う （つ

か か

ふ ふ）

と

か

や

と

、

舞

、

武

運

長

久

皆

令

満

足

（
ま
ん
ぞ
く
せ
し
む
）

と

舞

お

さ

め

、

其

儘

御

馬

を

御
出
、
宇
津
左
衛
門
五
郎
、
扨
々
す
ゝ
ミ
て
嬉
し

な

き

に

舞

た

り

と

皆

々

一

同

に

申

と

な

り

清

康

、

東

三

河

へ

御

働

被

成

、

段

々

に

備
そ
な
へ

へ

岡

崎

を

打

出

さ

セ

赤

坂

に

御

陣

を

取

せ

給

へ

ハ

、

先

手

ハ

御

油

が
う

（
郷

）

に

陣

を

取

、

明

け
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れ

は

、

赤

坂

を

立

給

ひ

て

小

坂

井

に

御

旗

立

、

先

手

ハ

押

お

ろ

し

て

下

地

・

御

油

を

放

火

す

る

、

傳

蔵

、

吉

田

の

城

よ

り

是

を

見

て

小

国

を

二

人

し

て

持

て

何

せ

ん

、

こ （

ん
今

度

と ）

の

つ （

い
序

で

て ）

か

な

實 しつ

否 ふ

の

合

戦

し

て

東

三

河

を

清

康

へ

渡

す

物

か

、

西

三

河

を

我

か

取

も

の

か

に

セ

ん

、

と

て

大

船

小

船

に

て

吉

田

川

を

打

越

舟

と

も

置

な

ら

は

、

味

方

の

心

も

未 み

練 れん

に

可

有

と

存

、

船

綱 つな

を

切

流

し

け

り

清

康

、

是

を

御

覧

し

て

小

坂

井

よ

り

御

旗

を

お

ろ

さ

セ

給

ひ

て

向

給

ふ

、

傳

蔵

も

下

地

ゑ

押

上

る

、

清

康

ハ

下

地

の

堤

へ

押

上

ん

と

し

給

ふ

、

傳

蔵

も

堤

へ

押

上

ん

と

す

、

両

方

堤

の

は

ら

に

伏

て

半

時

た

か

ひ

に

心

を

く

た

き

声

計

し

て

大

事

に

懸
ケ

て

居

た

り

、

傳

蔵

・

傳

次

・

新

次

・

新

蔵

兄

弟

四

人

一

同

に

東

北

に

至

り

け

り

、

清

康

公

ハ

い

か

に

も

さ

ハ

き

給

は

す

、

内

膳

は

両

陣

に

む

ら

か

つ

て

東

西

を

懸

廻

り

、

清

康

ハ

御 ※

さ
ひ

（
麾

）

を

取

敵

中

へ

懸

入

覧
（

懸

け

入

ら

ん

）

と
し
給
ふ
所
を
御
馬
取
二
人
御
馬
の

口
に
す
か
り
付
候
へ
ハ
、
口
を
は
な
セ
、
は
な
さ
ぬ
も
の

な

ら

は

御

成

敗

、

と

お

ほ

セ

ら

れ

候

所

を

坂

部

友

之

助

・

杉

浦

鹿

之

助

・

久

世

甚

五

郎

三

人

の

者

走 はし

り

よ

り

、

い

わ

れ

さ

る

大

将

の

敵

の

中

へ

懸

入

セ

給

ふ

と

て

御

馬

の

水 ※

つ

き
ニ

取

付

け

れ

は

、

あ ※

や

か

り

め

は

な

セ

、

と

て

御

麾 ざい

を

取

な

を

し

給

ひ

て

つ

ら

を

御

打

御

刀

に

御

手

を

懸
ケ

さ

セ

給

へ

ハ

、

内

膳

懸

寄
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給

ひ

て

何

者

そ

あ

や

か

り

め

、

清

康

馬

の

口

を

放 はな
し
て
討
死
を
さ
セ
よ
、
大
将
を
ハ
か
は
ふ
（
か
ば
う
）

処
か
有
物
そ
、
大
将
を
か
は
い
（
か
ば
い
）

て
も
軍
兵
か

ま
く
れ
（
負
く
れ
）

ハ
大
将
共
に
討
死
を
す
る
そ
、
軍
兵

か

勝

ハ

大

将

共

に

い

く

る

そ

、

は

な

し

て

下

知

を
さ
セ
て
討
死
を
さ
セ
よ
、
と
仰
け
れ
は
、
何
者

に

て

も

三

人

の

者

の

前

に

て

軍

法

の

沙

汰

は

日

本

ハ

不

知

三

河

中

に

心

得

な

し

、

大

将

の

麾 さい
取
所
は
定
リ

て
有
そ
、
能
所
な
ら
は
咄
シ

（

放

し

）

可

申

、

我

等

三

人

次

第

也

、

知

ら

ぬ

こ

と

を

申

も

の

也

、

と

し

は

し

見

合

御

麾

と

申

あ

け

御
馬
の
口
を
は
な
セ
は
、
先
手
は
き
お
つ
て
懸
る

な

る

、

其

時

先

手

の

者

共

清

康

の

御

麾

を

一

目

見

て

よ

り

き

ほ

ひ

、

堤

へ

か

け

の

ほ

り

て

互
た
か
い

に

鑓

を

入

、

を

し

つ

を

し

か

え

さ

れ

て

戦

へ

と

も

敵

は

千

騎

、

清

康

は

雑

兵

共

に

五

六

百

な

り

、

そ

の

人

数

に

て

つ

き

く

つ

し

て

堀

川

ゑ

追

入

け

り

、

傳

蔵

兄

弟

四

人

、

是

を

見

て

旗

本

押

立

て

懸

る

ほ

と

に

、

清

康

御

方

も

追

く

つ

さ

れ

け

り

、

清

康

ハ

御

覧

し

て

御

旗

本

に

て

懸

給

へ

ハ

、

又

四

人

の

旗

本

を

追

く

つ

し

て

吉

田

川

へ

追

入

候

て

清

康

と

内

膳

追

付

、

何

か

ハ

た

ま

る

へ

き

傳

蔵

・

傳

次

新

蔵

・

新

次

四

人

を

討

捕

、

城

近

き

所

な

れ

は

女

房

子

共

出

て

見

て

と

き

の

声

を

あ

け

て

泣 なく

也

、

惣

別

合

戦

ハ

城

近

き

所
ニ

而

は

悪

き

と

也

、

日

本

一

の

大

将

清

康

公

と

合

戦

な

ら

ハ

こ （

い 御

が
油

郷

う ）

に

□
□
□

（
強
い
て
カ
）

押

出

し

て
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こ

そ

有

へ

き

に

小

敵

と

思

る

あ

な

と

り

て

戦

ま

け

し

な

り

、

城

近

き

故

に

女

房

子

共

の

な

く

声

を

聞

ハ

ミ

れ

ん

の

心

お

こ

る

物

也

、

是

と

申

も

清

康

の

御

運

の

強
つ
よ
さ

故

也

、

清

康

ハ

思

ひ

の

ま

ゝ

に

合

戦

に

打

勝

た

ま

ひ

て

吉

田

川

の

上

の

瀬

へ

廻

り

て

河

を

乗

越

、

吉

田

の

城

ゑ

則

責

入

給

へ

ハ

、

女

子

共

ハ

田

原

へ

落

行

清
康
公
ハ
吉
田
に
一
日
御
逗
留
、
明
け
れ
は
吉
田

を

御

立

段

々

に

備

、

田

原

へ

押

寄

給

け

れ

ハ

戸

田

も

降 こう

参 さん

乞

ぬ

れ

ハ

ゆ

る

し

給

ふ

、

田

原

に

三

日

の

御

在

陣

、

明

け

れ

は

吉

田

へ

御

帰

十
日
御
逗
留
の
内
に
山
家
三
方
・
つ
く
て
・
長
篠
・

田
峯
・
野
田
・
牛
久
保
・
新 し

保 たら
・
西
郷
・
二
連
木
・

伊

奈

・

西

郡

何
（
い
ず
れ
）

も

降

参

を

乞

け

れ

は

ゆ

る

さ

セ

給

ひ

て

出

仕

致
シ

、

翌

日

吉

田

を

御

立

岡

崎

ヘ

御

帰

陣

也

、

諸

国

に

て

安

城

の

次

郎

三

郎

清

康

人

の

沙

汰

す

る

事

也

甲

斐

国

の

信

虎

ゟ

も

申

合

へ

き

よ

し

使

者

参

也

、

御

年

拾

五

歳

の

御

時

な

り

三

河

国

ハ

御

威

勢

強

に

付

皆

々

降

参

し

て

一

国

は

治

也

、

美

濃

三

人

衆

ハ

早

御

馬

を

被

出

候

へ

御

手

を

取

申

さ

ん

と

申

越

候

也

、

尾

張

国

へ

森

山

御

手

を

取

申

故

美

濃

へ

御

心

懸

有

之

、

森

山

の

御

陳
（

陣

）

と

て

一

万

余

に

て

岡

崎

を

御

立

、

御

一

門

の

衆

御

先

手

と

し

て

段

々

に

備

被

押

行

、

其

日

岩

崎

に

御

陣

を

取

、

翌

日

、

森

山

に

御

着

有

り

て

御

陣

を

は

ら

セ

給

ひ

け

り

、

美

濃

三

人
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衆
へ
も
御
出
陳
（
陣
）

の
よ
し
被
仰
成
け
り
、
織
田
弾
正

は

清

須

に

有

と

い

へ

と

も

爰

か

し

こ

打

ち

ら

し

て

放

火

し

給

ふ

、

美

濃

三

人

衆

悦

て

頓
而

須

の
股
お
（

を

）

打
越
て
可
レ

致
対
面
と
申
越
候
、
そ
の

儀

尤

と

被

仰

候

処

に

松

平

内

膳

殿

、

瓜 うり

生 う

野 の

熊

谷

か

所

へ

御

働

の

時

、

松

平

右

京

殿

を

助

給

ハ

さ

る

と

て

あ

ら

き

御

詞

を

意 い

趣 しゆ

に

こ

め

謀

叛

心

懸

、

三

河

国

ハ

清

康

を

民

迄

も

思

ひ

付

大

事

に

存

思

ひ

入

深

故

、

織

田

弾

正

忠

と

申

合

て

清

康

を

弾

正

に

攻

戦

セ

、

岡

崎

を

安

々

と

取

物

な

ら

は

一

国

ハ

我

も

の

也

、

上

野

の

城

に

虚 きよ

病

を

か

ま

へ

、

今

度

の

御

供

な

し

、

然

に

織

田

弾

正

と

内

膳

殿

被

仰

合

別

心

の

よ

し

森

山

へ

つ （告

け げ）

き

た

る

、

清

康

被

聞

召

て

、

内

膳

別

心

お
（

を

）

し

て

あ

れ

は

と

て

何

程

の

功

を

な
す
へ
き
そ
、
事
と
も
不
存
思
召
（
思
召
存
ぜ
ず
）

也
、
然
者

森

山

は

内

膳

殿

聟

な

れ

ハ

弾

正

を

引

請

て

候
ハ
ヽ
退
只
今
か
、
と
申
け
れ
ハ
、
も
り
や
ま
城
を

出
る
な
ら
ハ
付
入
（
突
入
る
カ
）

に
し
て
城
を
焼
払
候
へ
し

弾

正

向

な

ら

は

願

所

、

戦

し

て

は

た

す

へ

し

弾

正

を

合

戦

し

て

勝

な

は

内

膳

ハ

踏

つ

ふ

す

に

不

及

、

独

こ

ろ

ひ

な

ら

ん

、

其

上

弾

正

も

我

に

太

刀

を

合

セ

ん

事

思

ひ

も

不

寄

、

出

る

事

は

成

ま

し

き

也

、

安

城

に

有

し

時

纔

五

百

三

百

の

人

数

を

持

て

さ

へ

天

下

を

心

懸

て

有

し

に

、

百

度
（
た
び
）

軍

を

セ

す

ハ

天

下

は

治

か

た

し

野

に

出

、

山

に

向

ひ

敵

と

た

に

見

る

な

ら

は

是

悲
（

非

）

共

に

押

寄

て

百

万

騎

あ

り

と

も

百

度
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の

軍

を

セ

ん

と

思

ひ

て

有

、

何

時

も

軍

な

ら

は

は

す

す

ま

し

き

に

、

皆

々

甚
（
其
）

心

得

あ

れ

、

と

仰

け

り

、

又

退

セ

給

ハ

ヽ

お （

き
大

給

う ）

の

源

次

郎

と

の

ハ

内

膳

殿

の

聟

也

、

如

何

可

有

候

哉

、

と

申

け

れ

ハ

、

中

々

の

事

を

申

か

な

、

若

出

る

な

ら

は

首

に

石

を

付

て

我

と

淵

へ

飛

入

に

こ

そ

あ

れ

、

そ

れ

迄

も

な

し

、

池 ち

鯉 り

鮒 ふ

へ

い

て

ゝ

直

に

上

野

へ

押

寄

、

二

三

の

丸

迄

焼

払

て
可
退
、
と
仰
け
れ
は
、
各
申
け
る
ハ
、
小
川
も

内

膳

殿

の

聟

な

れ

は

定
而

か

セ

い
（

加

勢

）

も

有

へ

く

候

哉

、

と

申

け

れ

は

、

打

笑

セ

給

ひ

て

な

か

〳
〵

の

事

、

小

川

な

と

か

百

万

騎

の

人

数

持

た

り

と

も

我

に

向

ひ

太 （た

刀 ち）

を

合

せ

ん

や

、

若

出
る
な
ら
ハ
満
足
、
と
被
仰
け
る
、
皆
々
ハ
何
と

思
ハ
れ
候
哉
、
我
ハ
一
心
に
ケ
様
に
思
召
と
也
、
各
申

上
る
ハ
、
御
分
別
の
こ
と
く
何
事
も
可
然
候
な
り

と

申

上

候

也

、

然

処

に

阿

部

大

蔵

を

清

康

公

、

御

懇

に

被

召

仕

、

出

頭

し

て

御

前

の

事

は

一

人

の

様

に

何

事

も

は

か

ら

ひ

次

第

に

な
り
候
よ
り
、
其
身
お （

こ
奢

り

り ）

つ
よ
く
一
門
の
中
を

は

取

立

、

中 （仲

能
よ
き
）

衆

を

ハ

御

前

に

て

取

な

し

候

へ

ハ

、

其

諸

親

類

ハ

又

頼

に

頼

、

何

事

も

叶

ハ

ぬ

と

言

事

な

し

、

昔

も

今

も

頼

ハ

な

ら

い

な

り

、

然

共

下

々

に

至

ま

て

不

便

を

く

わ

へ

さ

る

に

よ

り

て

殊

の

外

悪

敷

あ

た

り

候

て

迷 めい

惑 わく

い

た

す

事

也

、

同

様

に

出

頭

候

者

も

詞

一

言

に

て

御

不

足

を

申

身

を

引

也

、

大

蔵

ゆ

へ

か

と

申

也

、

清

康

、

此

儀

を

被

聞

召

、

大

蔵

壱

人
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に

て

諸

人

に

不

足

を

思

ハ

セ

如

何

と

被

思

召

先

此

者

御

心

持

に

て

御

つ

か

ひ

、

其

上

只

今

ま

て

万

事

御

仕

、

又

悪

敷

被

成

事

も

如

何

と

被

思

召

、

御

遠

さ

け

候

へ

共

、

其

た

め

に

は

惣

領

の

子

を

御

傍 そは

近

く

被

召

仕

候

へ

は

大

蔵

、

惣

領

の

弥

七

郎

を

呼

て

申

け

る

ハ

何
と
哉 （や
覧
ら
ん
）

さ
う
〳
〵
敷
（
騒

々

し

き

）

に
付
て
我
等
を
も

別

心

を

企

る

や

う

に

沙

汰

を

す

る

と

聞

、

わ

れ

君

の

御

恩

ふ

か

く

蒙

り

か

ほ

と

ま

て

御

取

立

今

人

と

成

し

我

そ

か

し

、

此

御

恩

を

何

と

し

て

か

報 ほう

せ

ん

や

、

此

御

恩

は

今

生

に

て

は

報

す

る

事

中

々

難

成

、

と

寝

て

も

此

儀

計

を

思

ひ

暮

し

候

也

、

ケ

様

に

人

に

沙

汰

を

い

た

さ

る

ゝ

事

ハ

天

道

の

つ

き

は

て

た

る

事
成
、
我
ハ

努
（
ゆ
め

々
ゆ
め
）

逆
心
は
思

日
（
ひ
）

不
寄
、
若
も
我

左

様

の

心

に

成

義

も

あ

ら

は

、

君

の

御

罰

を

こ

う

む

り

て

人

に

も

い

や

し

ま

れ

、

後
ニ

ハ

乞

食

を

す

へ

し

、

日

本

ハ

神

国

な

れ

は

諸

神

諸

仏

も

何

か

我

を

安 あん

穏 をん

に

て

ハ

お

か

れ

候

へ

し

、

何

と

て

此

君

の

御

恩

を

忘

れ

申

さ

ん

や

、

哀
（
あ
わ
れ
）

縄

を

も

懸

け

ら

れ

て

も

水

火

の

責

に

も

御

尋

あ

ら

は

申

ひ

ら

き

て

も

は

て

度

と

存

れ

と

も

、

物

を

も

い

わ

せ

給

ハ

て

御

成

敗

有

な

ら

は

、

道

の

さ

わ

り

共

成

へ

き

に

、

若

も

人

声

高

く

は
（

ば

）

浮

世

も

さ （

う 騒

〳々
し〵

敷 く
）

あ

る

な

ら

は

、

我

等

を

御

成

敗

と

心

得

て

汝

等

ハ

早

々

何

方

へ

も

落

て

山

家

に

取

籠

り

て

三

・

五

年

も
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過
候
て
目
安
を
か
つ
き
可
申
上
也
、
我
親
ハ
逆
心

の

儀

努

々

心

に

も

無

御

座

候

、

浮

世

に

て

其

沙

汰

仕

候

は

、

内

々

承

及

候

得

と

も

、

我

心

に

努

々

左

様

成

義

ハ

無

御

座

候

、

又

ハ

仰

出

シ

も
無
御
座
候
ハ
ヽ
是

悲
（
非
）

共
ニ

可
申
上
と
存
候
へ
共

仰

出

も

無

之

候

故

、

乍

存

御

沙

汰

の

躰
（
て
い
）

迷

惑
ニ

仕

候

と

、

其

身

も

我

等

に

申

置

候

、

又

ハ

大

蔵

方

よ

り

も

書

付

を

以

可

申

上

候

得

共

、

あ

や

ま

り

あ

る

に

似

た

る

と

存

、

又

ハ

其

証 セう

拠 こ

少

成

と

も

似

た

る

儀

も

有

ま

し

け

れ

は

、

仰

出

も

御

座

候

時

是

非

可

申

上

と

存

罷

在

、

御

譜

代

久

敷

被

召

仕

申

の

ミ

な

ら

す

剰
あ
ま
つ
さ
へ

君

の

御

影

を

以

て

人

と

罷

成

、

御

恩

を

忘

れ

逆

心

申

な

ら

ハ

、

日

本

国

に

諸

神

も

ま

し

ま

セ

は

天

命

も

よ

く

ハ

有

間

敷

、

此

上

に

て

七

逆

罪

を

蒙

り

て

無

間

の

住

家

を

致

さ

ん

に

、

何

と

て

君
ニ

弓
お
（
を
）

引
、
別
心
申
上
候
は
ん
哉
、
ゆ
め
〳
〵

御

科

を

父

子

共

不

存

候

由

を

可

申

上

候

御

懇

に

御

傍

近

く

被

召

仕

候

へ

ハ

、

親

の

事

を

申

上

尋

常

に

腹

を

き

る

へ

し

、

と

申

聞

候

へ

ハ

、

父

の

命

を

背

、

御

主

に

敵

を

申

上

七

逆

罪

の

科

を

蒙

り

日

本

一

の

罪

人

と

ハ

弥

七

郎

め

か

事

也

、

此

世

計

の

事

か

八

万

地

獄

餓

鬼

畜

生

道

へ

長

落

へ

き

事

無
念
さ
よ
、
と
可
申
由
、
申
聞
候
と
也
、
然
処
に

君

の

御

運

命

つ

き

給

ふ

也

、

御

馬

は

な

れ

て

人

声

た

か

く

候

へ

ハ

、

父

の

大

蔵

を

御

成

敗

か

と

心

得

て

、

清

康

公

、

碁 ご

盤 はん

上

に

て
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御

軍

立

被

成

候

と

て

御

草

臥

、

碁

盤

を

御

枕

に

被

成

、

少

御

ま

と

ろ

ミ

候

処

を

千 ※

子

の

刀
ニ

て

只

一

刀
ニ

切

奉

る

、

植

村

新

六

郎

有
（
あ
り

合
あ
わ
せ
）

、

弥

七

郎

を

其

場

に

て

切

伏

け

る

各

是

お
（

を

）

聞

か

け

つ

け

、

君

の

御

有

様

を

見

奉

て

落

涙

無

限

、

を

の

〳
〵

あ

き

れ

て

居

た

る

所

、

新

六

郎

申

け

る

は

、

御

主

の

敵

ハ

討

候

也

、

此

上

は

腹

を

切

て

御

供

可

仕

由

申

、
其

時

、
お

の

〳
〵

申

け

る

ハ

、
弥

七

郎

を

切

候

事

、

手

か
ら

（
柄

）

不
（
比
類

申 無き

及 こと

無 は申

比 すに

類
及
ば
ず
）

、

組

有

合

た

ら

は

誰

か

御

身

に

劣 おと

ら

ん

や

、

追

腹

を

切

申

さ

れ

ん

と

の

事

、

こ

れ

ま

た

御

身

に

誰

か

お

と

ら

ん

や

、

御

身

ハ

腹

を

切

た

ま

へ

我

等

共

ハ

追

腹

切

へ

き

時

節

に

切

へ

し

同

（
お
な
じ
く
）

ハ
御
身
も
我
等
共
と
一
度
に
切
給
へ
と
存
也

腹

切

事

ハ

い

つ

に
（

て

）

も

安

し

、

と

申

け

れ

は

新

六

郎

、

聞

て

追

腹

の

切

所

は

何
（
い
ず
）

く

に

て

御

座

候

哉

と

い

ひ

け

れ

ハ

、

各

申

さ

れ

候

ハ

追

腹

の

切

所

と

言

ハ

、

十

日

か

内

に

岡

崎

へ

織

田

弾

正

忠

押

寄

、

若

君

を

む

な

し

く

い

た

し

、

内

膳

殿

を

旗

下

に

付

て

岡

崎

を

取

り

、

内

膳

殿

へ

渡

す

へ

し

、

さ

あ

ら

は

来

世

に

御

座

有

清

康
（

の

）

御

恨

、

若

君

の

御

思

ひ

も

あ

り

な

ん

、

清

康

、

日 （ひ

比
ご
ろ
）

ハ

御

慈

悲

ふ

か

き

御

情

時

の

間

も

わ

す

る

ゝ

事

な

し

其

儀

を

思

ひ

出

し

ぬ

れ

は

爰

に

て

留
と
ま
る

な

り

、

弾

正

忠

押

寄

候

時

、

是

に

て

追

腹

を

切

程

な

ら

は

若

君

の

御

先

に

て
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追
腹
の
切
所
、
是
也
、
と
宇
津
左
衛
門
五
郎
・
大
久
保

新

八

郎

父

子

申

け

り

、

新

六

郎

、

是

を

聞
、
げ
に
思
ひ
誤
り
て
候
、
お
の
〳
〵
の
仰
一
ツ

と

し

て

違

義

あ

ら

し

、

我

等

も

是

に

て

腹

を

切

ま

し

き

也

、

各

と

一

同

に

若

君

御

供

仕

、

追

腹

を

切

へ

し

、

と

て

森

山

を

落

て

帰

る

、

森

山

も

落

勢

な

れ

共

心

も

不

替

し

て

□
（
手

カ
）

も

不

付

返

し

け

り

、

内

膳

殿

も

只

今

手

出

し

あ

ら

は

、

城

を

持

か

た

め

て

成

間

舖

と

被

思

召

け

る

哉

そ

ら

た

の

み

を

し

て

二

三

ケ

月

の

間

兎

角

の

御

取

あ

ひ

も

な

く

し

て

万

指 （

引
指

引

被
き

御

成
座

な

御
さ

れ

座 候

候 ）

也

其

内

に

内

膳

殿

へ

悉

く

引

付

給

ひ

入
（
て
）

我

も

の

同

前

に

い

た

さ

れ

け

り

、

清

康

三

十

歳

迄

も

御

存

生

な

ら

は

天

下

ハ

た

や

す

く

治

給

ふ

へ

き

に

、

廿

五

を

こ

へ

さ

セ

給

は

て

御

他

界

有

こ

そ

口

惜

け

れ

天

文

四

乙

未

年

十

二

月

五

日

、

清

康

卒

森

山

く

つ

れ

と

申

ハ

此

事

也

、

参

州
ニ

て

其

節

皆

々

寄

会

申

け

る

は

、

御

慈

悲

な

る

に

よ

り

て

弥

七

郎

、

御

傍

ち

か

く

被

召

遣

也

親

出

頭

を

仕

候

て

被

召

仕

候

へ

ハ

万

民

迷 めい

惑

仕
（

仕

ま

事
つ

る

事

有
之

れ

有

之
る

）

に

付

、

清

康

聞

召

一

人

を

皆

々

に

か

へ

か

た

く

思

召

て

御

遠

の

け

万

民

を

御

た

す

け

外
（
ほ
か

様
さ
ま
）

へ

御

出

し

、

奏

者

の

役

を

被

仰

付

候

、

此

者

の

親

違

目

も

あ

る

な

ら

は

親

子

共

に

御

成

敗

か

、

又

ハ

改 かい

易 ゑき

か

可

有

之

、

親

近

く

被

召

仕

出

頭

を

御

遠

（
一
五
三
五
）
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の
け
被
成
候
故
に
忰
を
被
召
仕
候
也
、
親
、
悪
心

な

き

に

付

て

若

キ

子

に

不

入

事

を

申

聞

せ

し

故

也

、

分

別

ま

て

違

候

親

子

共

に

遠

の

け

御

仕

候

ハ

ヽ

如

此

ハ

有

ま

し

き

に

是

と

申

も

御

情

ふ

か

く

御

運

命

尽

給

ふ
な
れ
は
無
是

悲
（
非
）

也
、
其
後
大
蔵
（

ハ

）

山
伝
シ

テ

遠

州

へ

退

也

、

後

、

廣

忠

十

二

の

御

歳

、

松

平

内

膳

殿

ハ

若

君

を

我

か

所

へ

御

越

御

遊

候

へ

と
て
御
連
た
ち
候
か
と
思
へ
ハ
、
伊
勢
へ
な
か
し

候

、

其

節

、

皆

々

合

戦

の

手

た

て

申

候

へ

共

若

君

を

害

し

給

ハ

ヽ

何

を

申

て

も

無

益 ゑき

と

思

日
（
ひ
）

心

を

合

て

た （

る
マ

マ

ミ ）

罷

有

し

と

な

り

若

君

を

害

し

給

ハ

ヽ

内

膳

殿

を

責

殺

す

へ

き

内

談

究

候

と

内

膳

殿

被

聞

候

て

伊

勢

へ

流

し

申

さ

る

ゝ

ハ

天

道

の

助

給

ふ

か

と

御

譜

代

の

者

共

ハ

皆

百

姓

に

成

候

時

を

待

て

罷

在

候

也

、

忍

ひ

〳
〵

に

ハ

伊

勢

ゑ

大

久

保

新

八

郎

以

使

者

申

上

候

ハ

、

是

悲
（
非
）

共

に

時

分

を

窺

ひ

一

度

岡

崎

ヘ

可

奉

入

と
申
候
也
、
内
膳
殿
ハ
大
叔
父
な
る
に
、
む （

こ
酷

き

き ）

人

な

れ

は

御

用

心

可

有

と

也

、

御

譜

代

の

者

ハ

皆

々

内

膳

殿

に

不

相

随

、

百

姓
ニ

成

罷

在

、

御

傍

の

衆

能

々

御

用

心

候

て

可

給

と

也

、

む

こ

き

人

な

れ

は

忍

ひ

を

遣

し

て

害

し

申

事

も

可

有

之

候

、

二

三

年

の

中

ハ

御

心

付

候

て

可

給

候

也

、

と

申

つ

か

ハ

し

候

也

、

伝 （伝

聞
え

聞

け

ハ ば）

大

蔵

ハ

其

元

へ

御

供

仕

候

て

参

候

由

、

御

譜

代

の

主

君

を

又

見

上

申

候

は

ん
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存

参

候

事

、

去

と

て

ハ

奇

特

な

り

、

能

々

そ

た

て

申

上

候

へ

、

駿

河

義

元

へ

是

非

共

訴

訟

可

申

上

候

、

三

年

之

内

に

竹

千

代

様

を

岡

崎

ゑ

可
レ

奉
レ

入

也

、

其

内

用

心

尤

也

、

爰

元

御

譜

代

の

衆

何

方

へ

も

不

参

候

也

、

内

膳

殿

ハ

何

方

へ

そ

参

候

て

訴

訟

可

致

と

思

ハ

れ

、

所

々

に

目

付

を

被

付

置

候

也

、

岡

崎

の

城

に

は

内

膳

殿

甥

の

松
（

松

平
平

蔵

蔵
人

信

人
孝

）

殿

を

預
ケ

置

候

な

り

、

時

節

を

見

合

、

談

合

仕

可

申

上

候

大

蔵

又

も

悪

心

持

候

ハ

ヽ

、

今

度

は

御

譜

代

の

者

共

親

の

寇
（
あ
だ
）

程

に

う

ら

ミ

可

申

候

な

り

若

君

を

大

切

に

し

て

可

給

候

也

、

然

に

若

君

、

伊

勢

へ

御

越

の

時

、

池

鯉

鮒

へ

罷

出

忰

め

か

御

譜

代

の

主

君

様

を

切

奉

る

事

、

此

者

ハ

必

八

万

地

獄

の

住

家

也

、

我

も

親

な

れ

は

日

本

ハ

神

国

、

後

は

我

等

共

に

落

候

事

は

必

定

也

、

若

君

不

慮

の

御

仕

合

に

て

御

牢

人

被

成

、

是

と

申

も

忰

免
（
め
）

が

態
（
わ
ざ
）

な

れ

は

、

我

等

今

度

罷

出

候

事

ハ

迚

も

死
（

に

）

申

義

也

、

御

手
ニ

懸

り

は （果

て て）

申

度

と

存

、

是

迄

罷

出

候

、

と

て

脇

指

・

刀

共

に

溝

へ

す

て

、

頓
而

御

近

所

へ

首

を

の

は

し

罷

在

大

蔵

く （口

と 説

き き）

申

ハ

、

我

親

成

儀

ハ

誰

も

御

存

候
、
只
御
成
敗
、
と
申
上
候
、
竹
千
代
様
御
覧
候
て

し

は

し

御

守

り

御

供

の

衆

へ

向

ひ

て

如

何

と

被

仰

候

て

御

供

の

衆

ハ

兎

角

の

御

返

事

な

く

ま

か

り

あ

る

、

竹

千

代

様

扇

子

を

ぬ

か
セ
ら
れ
頭
を
二
ツ
三
ツ
御
打
、
ゆ
る
す
、
と
御
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意
被
成
、
其
ゟ
伊
勢
へ
（
大
藏
は
）

御
供
仕
、
御
歳
十
三
の

暮

ま

て

罷

在

、

暮

中

に

伊

勢

を

た

ち

岡

崎

の

城

へ

可

奉

入

手

立

に

忍

ひ

三

河

ゑ

参

候

へ

ハ

、

内

膳

殿

法

度

つ

よ

く

有

之

に

付

、

か

た

は

ら

を

忍

ひ

大

久

保

新

八

郎

に

逢

て

如

此

の

仕

合

に

て

駿

河

へ

下

り

候

と

談

合

候

へ

ハ

、

内

々

に

て

荒

河

殿

を

頼

入

申

也

大

方

調

申

由

也

、

弥

は

や

〳
〵

下

り

て

調

へ

上

り

候

へ

と

暇

乞

し

て

く

た

り

け

り

右

是

迄

ハ

我

等

聞

見

及

申

分

書

付

申

也

は

や

年

も

寄

て

手

足

も

不

自

由

、

目

も

不

得

見

候

間

、

此

書

物

我

三

代

の

大

事

の

本

に

て

候

へ

ハ

、

和

殿

ハ

本

道

外

科

金

瘡

参

州

・

遠

江

・

駿

河

に

は

つ

ゝ

く

人

な

し

、

浮

世

を

御

廻

り

候

へ

は

何

事

も

可

有

御

聞

候
間
、
如
右
の
に
（

右

の

如

く

に

）

御
書
付
末
の
物
語
に

可

被

成

候

、

必

々

此

書

物

誰

人

に

も

御

見

セ

な

き

や

う
ニ

可

被

成

候

、

此

御

代

ハ

末

程

繁

昌

可

有

候

間

、

御

代

々

を

書

付

候

て

子

共

に

可

有

御

渡

也

、

尾

張

衆

・

駿

河

衆

書

付

置

候

へ

ハ

、

吉

野

三

太

夫

借

り

候

て

返

し

不
申
候
也
、
必
々
御 ※

借
（
か
し
）

候
（
ハ
脱
カ
）

て
可
有
御
覧
候
也
、
以
上

天
文
十
一
壬

寅

年
九
月
吉
日

関
野
済
安

丸

山

文

済

殿
参

（
一
五
四
二
）


